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会議録 平成27年9月10日（木） 場 所 3階 第1研修室

会 議 名：第3回平成26年度木古内町決算審査特別委員会

出席委員：吉田委員長、手塚副委員長、佐藤委員、新井田委員、平野委員、相澤委員

福嶋委員、鈴木委員

欠席委員：なし

オブザーバー：又地議長

会議時間 午前9時30分～午後4時34分

事 務 局 吉 田、西 嶋

開 会

１.委員長あいさつ

吉田委員長 おはようございます。定刻になりましたので、ただいまから9月9日に引き続

き、第3回平成26年度木古内町決算審査特別委員会を開会いたします。

ただいまの出席委員は、8名でございます。

よって、委員会条例第14条の規定による、委員の定足数に達しておりますので、委員会

は成立をいたしました。

ただちに本日の会議を開きます。

本日の会議次第は、別紙配付のとおりであります。

２.審査事項

（1）産業経済課

吉田委員長 それでは、産業経済課の審査に入ります。

木村課長におかれましては、昨日に続きということで、よろしくお願いいたします。

説明員の紹介並びに平成26年度決算の中で、特質した内容や事業概要についてございま

したらお願いいたします。

木村課長。

木村産業経済課長 皆さん、おはようございます。産業経済課の木村です。

私のほうからまずは、出席者について説明いたします。

農林グループ主査の羽澤（真）主査です。農林グループで業務を行っております、村上

です。その後、審査を行う水産商工グループの堺です。後ほど、水産商工グループの福井

も来る予定であります。また、事業の関係で出張の者も何名かおりますので、この体制で

審査に臨みたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

吉田委員長 説明については、決算の中で不用額として大きなものや前年度の相違のある

ものを主として行ってください。スピーディーな審査を行うために、経常的経費について

は、説明を省略してください。なお、資料が提出されている場合は、決算書並びに決算実

績書と重複しないよう資料を有効的に活用して説明してください。
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あと昨日、委員の皆さんから出た決算書などや資料のページ数をはっきり言ってくださ

い。そして、ページ数を言ったら一端、間を置いていただければ皆さん探しますので、そ

ういう配慮もよろしくお願いして早速審査に入りたいと思います。

木村課長。

木村産業経済課長 それでは、農林グループの分野についての決算概要などについて説明

させていただきます。

まず、農業でございます。農業につきましては、木古内町農業経営基盤強化促進基本構

想等に基づいて事業を行っております。これは、農業生産や農業構造などの今後の10年間

を見通した農業の基本的な方向性を示したものです。

また、具体的なものとして、人農地プランというものに基づいて行っております。これ

は、認定農業者制度と集落営農について方向性を示したものです。国におきましては、新

たな食料・農業・農村基本計画を平成27年3月に閣議決定しております。この中では、カロ

リーベースでの食糧受給率を39％から45％にするということを謳っております。これを踏

まえ、北海道では第5期の北海道農業・農村振興推進計画を策定している最中でございます。

また並行して、北海道農業経営基盤強化促進基本方針も改訂することになっております。

これを受けて、町としての農業経営基盤強化促進基本構想も今後改訂していくこととなっ

ております。具体的には、平成25年度から行われております経営所得安定対策制度や、あ

るいは基盤整備事業を行うべく取り組んでおります。

また、木古内・知内地域で南渡島地区農業振興対策プロジェクトチームというのを策定

いたしまして、現況と課題の確認を確認した上で、それぞれの老朽化施設の更新の検討、

担い手対策、農作業の受託組織の対策を協議しております。

平成26年度決算で主だった項目です。

担い手就農研修事業ということで、熊本県へ若手の農業者を研修に派遣しております。

農地の多面的機能支払交付金制度については、何度か説明したとおりで、これも活用さ

せていただいております。

それと、褐毛和種優良繁殖雌牛導入事業ということで、平成26年度予算に計上し繰り越

しをしております。

林業につきましては、森林経営計画を平成25年度に策定して、これに基づいて計画的に

施業を行っております。

平成26年度の特徴的な事業といたしましては、林業専用道佐女川第2支線の開設事業を行

っております。

森林環境保全整備事業については、継続事業でありますが下刈り、人工林、天然林の間

伐を行っております。

また、皆伐事業として2箇所行っておりますが、そのうちの1箇所は薬師山の芝桜増植事

業ということで、用地購入、流木補償ともにスギ林の皆伐を行っております。

以上が、概要でございます。

詳細については、担当より説明をさせます。資料につきましては、決算審査特別委員会

の説明資料の中で、主要な施策事業説明資料の2ページに農政、2ページから5ページに林政、

そして62ページから産業経済課関係の資料が記載されております。

また、不用額一覧中、14ページに農業振興費について記載されておりますので、それぞ



- 3 -

れご参照ください。

それでは、担当のほうから説明をさせます。

吉田委員長 羽澤（真）主査。

羽澤（真）主査 農林グループの羽澤です。よろしくお願いいたします。

私のほうから農林グループの所管の決算について、説明させていただきたいと思います。

まずはじめに、農政の部分について説明いたします。

農業総務費、農業振興費、畜産業費の3つがございまして、主要なものについて説明させ

ていただきます。

はじめに、決算実績報告書41ページと42ページ、決算書45ページをお開き願います。

6款 農林水産業費、1項 農業費、3目 農業総務費でございます。予算額 743万5,00

0円に対しまして、決算額 735万3,803円で、執行率は98.9％となっております。

19節 負担金補助及び交付金、これにつきましては各種団体等への負担金として支出し

てございます。内容については、例年どおりですので省略いたします。

続きまして、23節 償還金利子及び割引料、こちらにつきましては農村基盤整備事業償

還金として501万6,792円の支出をしてございます。こちらにつきましては、26年で償還終

了となってございます。

続いて、4目 農業振興費です。決算実績報告書は42ページ、決算書は同じく45ページと

なってございます。

予算額 455万2,000円に対しまして、決算額 402万2,208円で、執行率88.4％となって

ございます。不用額につきましては、52万9,792円となってございまして、決算審査等特別

委員会説明資料の14ページの不用額一覧をお開き願います。

不用額の原因としましては、需用費の農業用施設維持修繕費におきまして、農業用施設

において気象災害等による被害がなかったために50万円の残額が発生しているという状況

でございます。

19節 負担金補助及び交付金です。397万7,468円となってございます。決算審査等特別

委員会説明資料2ページをご参照願います。

こちらにつきましては、制度資金の利子補給となってございまして、農業経営基盤強化

資金利子補給金で40万1,835円支出をしてございます。

続きまして、担い手就農研修補助金で3万5,320円の支出をしております。木古内町の

農家後継者であります多田利也さん、中野地区の多田幸広さんの息子さんが平成26年10月

20日から11月14日までの25日間、農家後継者の育成を目的に行いました、あか牛の先進地

であります熊本県への研修ということで、繁殖から肥育までの一貫経営の牧場への先進地

研修に係る経費を支援したものでございます。

続きまして、決算審査等特別委員会説明資料の83・84ページをご参照願います。

こちらにつきましては、多面的機能支払交付金事業負担金で、339万2,072円を支出して

ございます。この制度につきましては、昨年度新たに国の政策として創設された事業でご

ざいまして、木古内町で立ち上げました木古内地区資源保全会に補助しております。事業

費につきましては、1,356万8,288円となってございまして、26年度組織の活動実績としま

しては、4月から3月までの活動で延べ921名で活動してございます。収支実績並びに活動費、

作業日当、機械借り上げ料等の内訳につきましては、ご参照していただければと思います。



- 4 -

続きまして、5目 畜産業費でございます。

決算実績報告書は同じく42ページ、決算書は46ページとなってございます。

予算額 110万1,000円に対しまして、決算額 39万6,6244円で、執行率36％となってご

ざいます。この中で、褐毛和種優良繁殖雌牛導入事業補助金の70万円につきましては、翌

年度繰越となってございます。

19節 負担金補助及び交付金につきましては、各種団体の負担金や補助金、または畜産

農家への利子補給となってございまして、これにつきましては例年どおりとなってござい

ますので、説明を省略させていただきます。

歳出については、以上でございます。

吉田委員長 歳入に入ってもよろしいですか。

（「はい」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 歳入に入ってください。

羽澤（真）主査。

羽澤（真）主査 続きまして、歳入について説明させていただきます。

決算実績報告書15ページ、決算書15ページをお開き願います。

13款 国庫支出金、2項 国庫補助金、3目 農林水産業費補助金、1節 農業費補助金で

す。こちらにつきましては、歳出の農業振興費で説明しております経営安定対策基盤整備

緊急支援事業利子補給補助金の国からの歳入となってございます。

決算実績報告書17ページ、決算書18ページをお開き願います。

14款 道支出金、2項 道補助金、4目 農林水産業費補助金、2節 農業費補助金です。

こちらにつきましては、農業振興費の負担金補助及び交付金で支出しております農業経営

基盤強化資金利子補給補助金として、北海道からの利子補給として入ってきてございます。

また、畜産経営維持緊急支援資金利子補給補助金として16万9,345円、また農業総務費の

負担金補助及び交付金で支出しております木古内町農業再生協議会補助金の175万2,005円

が経営所得安定対策直接支払推進事業として、北海道から補助金として入ってきてござい

ます。

以上、農政の部分について説明を終わらせていただきます。

吉田委員長 ただいま説明が終わりました。

質疑を受けます。質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 ないようなので、次に入りたいと思います。

羽澤（真）主査。

羽澤（真）主査 続きまして、林政の部分につきまして説明させていただきたいと思います。

林政につきましては、林業総務費、林業振興費、町有林管理費の3目ございまして、主要

なものについて説明させていただきます。

決算実績報告書42ページ、決算書46ページをお開き願います。

6款 農林水産業費、2項 林業費、1目 林業総務費でございます。予算額 142万8,00

0円に対しまして、決算額 130万3,700円で、執行率91.3％となってございます。

8節 報償費でございます。83万500円支出してございます。こちらにつきましては、有

害鳥獣の出動報償費等となってございまして、若干内訳について説明させていただきたい
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と思います。

まず、熊・キツネ・タヌキ・シカ捕獲出動報償費としまして22万円、こちらにつきまし

ては熊出動で延べ52回、鹿出動で5回、タヌキ出動で1回、猟友会に要請してございます。

続きまして、熊・キツネ・タヌキ・シカワナ見廻報償費 32万6,000円でございます。こ

ちらにつきましては、クマ154日間、キツネ9日間、計163日間要請してございます。

熊・キツネ・タヌキ・シカ捕獲奨励報償費 11万7,000円です。こちらにつきましては、

クマ2頭、タヌキ9匹、シカ1頭を捕獲してございます。

続きまして、カラス・ハト捕獲奨励報償費 5,500円でございます。カラス11羽を捕獲し

てございます。

続きまして、11節 需用費、こちらにつきましては例年の支出で、熊の檻に使うえさ代

となってございます。

19節 負担金補助及び交付金でございます。こちらにつきましては、各種団体への負担

金ということで、例年どおりとなってございますので、説明は省略をさせていただきます。

次に、2目 林業振興費です。決算実績報告書42ページと43ページ、決算書は同じく46ペ

ージになっております。

予算額 2,050万3,000円に対しまして、決算額 2,009万5,468円で、執行率98％となっ

てございます。不用額は40万7,532円となっておりまして、不用額の要因としましては、1

4節の使用料および賃借料の林道補修用重機借上料、並びに16節の原材料費の林道補修用原

材料費を使用しなかったことによる不用額となってございます。

11節 需用費でございます。こちらにつきましては、例年雪害などにより林道をふさい

でいる倒木等を処理する費用となってございます。

13節 委託料です。こちらにつきましては、中野町内会への林道の草刈委託となってご

ざいます。

続きまして、決算審査等特別委員会説明資料2ページを参照願います。

15節 工事請負費ということで、1,591万9,200円支出してございます。こちらにつきま

しては、林業専用道佐女川第2支線開設工事で、延長は800ｍとなってございます。事業費

は全額補助となっております。

19節 負担金補助及び交付金 385万9,708円となってございます。決算審査等特別委員

会説明資料2ページをご参照願います。

未来につなぐ森づくり推進事業補助金として312万7,038円支出してございます。人工造

林の公共補助残に対する補助する事業でございまして、栄林会で8.36ｈａ、森林組合で1.

58ｈａ、合計9.94ｈａの事業を行っております。

続きまして、決算審査等特別委員会説明資料の3ページをご参照願います。

駅前商店街景観統一事業補助金で60万円の支出となってございます。道南スギの活用並

びに普及を図るために、地域材の使用に要した費用に対して補助する事業でございます。

平成26年度につきましては、3件の実績となってございます。

続きまして、3目 町有林管理費です。決算実績報告書43ページ、決算書は46ページと4

7ページをお開き願います。

予算額 4,118万8,000円に対しまして、決算額 2,979万2,491円で、執行率72.3％とな

ってございます。13節の薬師山芝桜植栽事業委託料 783万円、並びに15節の薬師山芝桜植
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栽事業土留工事費 350万円が翌年度に繰り越しとなります。

12節 役務費です。こちらについては例年どおりとなっておりまして、町有林の火災や

自然災害に係る保険加入料でございます。

決算審査等特別委員会説明資料の4ページ・5ページをご参照願います。

13節 委託料で、2,806万4,880円です。森林環境保全整備事業下刈業務委託 31万7,52

0円、こちらにつきましては大平地区に植栽をした箇所の下刈り分となっておりまして、面

積につきましては3.29ｈａ事業を実施してございます。

森林環境保全整備事業間伐業務委託 1,745万2,800円です。こちらにつきましては、事

業箇所は佐女川地区で、人工林32.46ｈａ間伐を行ってございます。人工林の樹脂につきま

しては、スギ・トドマツとなってございます。

収支につきましては、908万6,670円が人工林間伐に係る町の収入になってございます。

続きまして、天然林の事業箇所についてですけれども、佐女川地区で3.71ｈａ間伐を行

ってございます。こちらの収支につきましては、155万5,505円が天然林間伐に係る町の収

入になってございます。

続きまして、皆伐事業業務委託料です。933万1,200円支出してございます。この事業に

つきましては、町単独事業でございまして、町有林のカラマツ皆伐事業と薬師山の皆伐事

業を行ってございます。

まずはじめに、カラマツ皆伐のほうなのですけれども、事業箇所は間伐と同じく佐女川

地区の人工林カラマツで、3.5ｈａ事業を実施してございます。126万9,447円がカラマツ皆

伐に係る町の収入となってございます。

次に、薬師山皆伐です。こちらにつきましては、事業箇所は既存芝桜植栽地下の人工林

スギを皆伐したものでございまして、皆伐からの芝桜の景観の阻害及び展望台からの眺望

の阻害のほかに、新幹線開業を控えさらなる観光客誘致を図るために、芝桜の増植を行う

ことを前提に皆伐を実施してございます。0.64ｈａ事業実施してございます。

17節 公有財産購入費で、83万8,540円です。薬師山芝桜用地購入費としまして、83万8，

540円支出してございます。先ほど委託料で説明したとおり、芝桜の増殖を行うため用地を

購入してございます。用地面積は、5,003㎡でございます。

22節 補償・補填及び賠償金で、80万5,280円です。薬師山芝桜用地流木補償費というこ

とで、80万5,280円支出してございます。前段説明のとおり、芝桜用地購入に伴ってそこに

流木がありましたので、山林所有者へ流木補償を行ってございます。

歳出については、以上でございます。

吉田委員長 歳入も入ってください。

羽澤（真）主査。

羽澤（真）主査 続いて、歳入について説明させていただきます。

決算実績報告書17ページ、決算書18ページをお開き願います。

14款 道支出金、2項 道補助金、4目 農林水産業費補助金、3節 林業費補助金 2,9

71万5,562円です。先ほど説明しました未来につなぐ森づくり推進事業の北海道負担分で1

92万4,319円と、林業専用道佐女川第2支線開設工事の1,591万9,200円となってございます。

また、町有林管理費で説明いたしました森林環境保全整備事業補助金で、1,187万2,043

円となってございまして、内訳につきましては下刈り分で18万1,307円、間伐分で1,169万
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736円となってございます。

決算実績報告書18ページ、決算書19ページをお開き願います。

14款 道支出金、3項 道委託金、3目 農林水産業費委託金、2節 林業費委託金です。

20万5,600円でございます。有害鳥獣捕獲許可委託金と北海道自然環境保全条例委託金とな

っておりまして、有害鳥獣許可委託金につきましては、道から権限維持をされております

許可数に係る委託金となってございます。

自然環境保全条例委託金につきましては、栗原邸の大ツバキに係る事務委託金というこ

ととなってございます。

次に、決算実績報告書19ページ、決算書20ページをお開き願います。

15款 財産収入、2項 財産売払収入、2目 生産物売払収入、1節 生産物売払収入で、

2,451万7,921円です。町有林管理費で説明しております町有林の間伐事業、並びに皆伐事

業の販売収入になります。

次に、決算実績報告書21ページ、決算書23ページ・24ページをお開き願います。

19款 諸収入、5項 雑入、1目 雑入、4節 雑入で、産業経済課の道南スギ産地形成推

進協議会切手代金として、1万1,380円となってございます。こちらにつきましては、道南

スギ産地形成推進協議会を当町が事務局になっておりまして、協議会の総会等の会議案内

等を郵便で一括町から郵送させたもらった分の協議会負担分となってございます。

説明は以上でございます。

吉田委員長 説明が終わりました。

質疑を受けます。

新井田委員。

新井田委員 ちょっと確認なのですけれども、なかなか林業のほうでいろいろ皆伐だとか

当然上がっているのですけれども、事業の中で。いまちょっと収入と事業費のバランスが

いまいちちょっとわからないので、費用対効果でいくと要するに売ったものが収入のほう

が多かったわけだ。ざっくり、多かったということですね。

吉田委員長 木村課長。

木村産業経済課長 決算委員会の説明資料 資料番号2のほうでございます。これの主要な

施策事業等説明資料の4ページと5ページをご覧ください。

4ページのほうでは、森林環境保全整備事業の中段に差引額908万6,670円と記載しており

ます。また下段に、差引額155万5,000円と記載しています。

5ページのほうでは、カラマツ皆伐で中段に126万9,000円、薬師山皆伐でマイナスの248

万6,000円というようになっております。それぞれプラス、マイナスが出ている中で、およ

そ900万円くらいこの中ではです。ただ、事業としては先ほど説明したとおり、例えば薬師

山のほうでは用地買収したり流木補償をしていますので、その分も費用としてかかってい

るということで、担当課の押さえとしては800万円くらいは今年度については、プラスにな

っているというふうに認識をしています。以上です。

吉田委員長 ほかに。

福嶋委員。

福嶋委員 いま薬師山の芝桜の件と薬師山の皆伐0.64ｈａの皆伐をしたということで、原

則は皆伐したら必ず植林しなさいということに伴ういままでの措置なのだけれども、あそ
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こはやはり上の芝桜といま展望台も含めて影響あるということで、皆伐したということな

のですけれども。土地はどこの土地だったのか、町の土地だったのか。私の考え方いまま

で記憶にあるのは、願応寺の山だという話も墓の上ですから、それをやるためにいま繰り

越しした土留の関係も含めてその後、皆伐したところを植林できないのか。そういうのを

含めて土留がどのくらいあって、0.64のうちどのくらいが影響して、その後残りがどうな

のかその関係をわかる範囲内でお知らせください。

吉田委員長 羽澤（真）主査。

羽澤（真）主査 芝桜の今回皆伐した箇所につきましては、当然補償費等もお支払いしてい

ますので、民間のかたということで、願応寺の越智さんということで、土地所有者はなっ

てございました。

あともう1点、そのほかに国の財務省の土地も若干141㎡ほどございましたので、合わせ

て土地を取得してございます。

吉田委員長 福嶋委員。

福嶋委員 皆伐して0.4のうち全部要するに、工事のために植林できないのだということな

のかどうか、その辺。いままでは皆伐したら必ず代替しなさいと、裏付けしなければだめ

だと。ただ、あそこは特殊な工事のために切らなければだめだと、土留をしなければだめ

だと。いま国有地も買ったのだと、それはいいのだけれども。それは、全部植林できない

のだというふうなことなのかどうかちょっと。

吉田委員長 木村課長。

木村産業経済課長 およそいま福嶋委員がおっしゃったとおりなのですけれども、芝桜を

増殖するためにスギ林を皆伐させていただきました。したがいまして、そこにつきまして

は今年度も予定しておりますが、次年度以降も芝桜の植栽を計画してございます。以上で

す。

吉田委員長 ほか。

平野委員。

平野委員 いまの皆伐の関係で、資料の5ページにある薬師山の皆伐ちょっと予算の時の資

料は持ち合わせていないのですけれども、これ当初から240万円マイナスになる予定の計上

だったのでしょうか。それとも、当初プラスだったのですけれども、何か諸事情があって

このようなマイナスになったのかの説明をいただきたいのと、林業の報償費です。

熊・タヌキ等々なのですけれども、例年の予算配分を見ますと出動も若干少ないので、

野生動出没が少なかったのかなとも思われるのですけれども、見回りのワナの報償費につ

いては予算どおり。その中で、捕獲奨励金については予算計上より遙かに下回っているの

ですけれども、いわゆる思うように捕獲ができていないのかなというふうに見受けられま

す。相澤委員も一般質問でしたとおり、ハンターの高齢化が進んでいたり人材不足だった

り、そのような部分が関連しているものなのか、あるいはそれ以外の何らかの理由で捕獲

が上手くいっていないのか、もし見解があればお知らせいただきたいと思います。

吉田委員長 2点について、羽澤（真）主査。

羽澤（真）主査 まず、1点目の薬師山の収支についてお答えいたします。

当初、予算計上並みの収支だとご理解願います。こちらにつきましては、通常の皆伐と

違いまして、薬師山芝桜の箇所の皆伐につきましては、墓地の間を入って行くということ
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もありまして、施業をやるにしたがって鉄板を敷かなければならないだとか、あとは枝葉

などの産廃処理等も含まれておりまして、通常の皆伐よりも事業費が増嵩していくという

ような状況の中で、なかなか販売収入と見合った中での事業執行ができないという事情が

ございますので、このような収支差額になってございます。以上でございます。

吉田委員長 暫時、休憩をいたします。

休憩 午前10時08分

再開 午前10時09分

吉田委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

木村課長。

木村産業経済課長 まず、有害鳥獣に係る予算と決算でございます。

予算計上では、熊捕獲奨励報償費として5頭分の20万円、キツネ・タヌキ捕獲報償費とい

して30頭分の9万円、それとシカの捕獲報償費として5頭分の5万円を当初予算で計上してお

ります。途中、減額補正もしているのですけれども、これについては当然年度末まで様々

な有害鳥獣に係る活動を行うということで、予算もある程度留保した中で計上しておりま

す。

昨年の実績については熊が2頭、タヌキが9頭、シカが1頭の合計11万7,000円の支出とい

うふうになっております。例年に比較するとそんなに減ってはいないのですけれども、や

はり予算計上時点では、ある程度箱ワナに熊が捕獲されるということを想定した中で予算

計上をしているわけで、そのような状態になっております。

因みに今年度については、お聞きになったかと思いますけれども、きのうも含めて熊の

捕獲頭数3頭ということでございます。以上です。

吉田委員長 平野委員。

平野委員 報償費については、理解しました。先ほどの予算の中で、既に厳しい条件の中

なのでこのような計上ということで、その部分も理解しました。

それと関連するのかわかりませんけれども、予算の中で委託料の皆伐事業が1,217万から

933万になった部分は、これはいまの部分と関連しますか。関連してもしなくても、このマ

イナスになった理由をお聞かせください。

吉田委員長 木村課長。

木村産業経済課長 先ほどの関係です。少し答弁漏れがございました。

まず、有害鳥獣の捕獲の関係でございます。これは、現行のお願いしている猟友会に有

害鳥獣駆除実施隊員ということで委嘱して、都度出動していただいています。現在、7名の

実施隊員イコール猟友会の会員がおりまして、地域性なり時間なり状況を踏まえながらそ

れぞれ出動を事務局を通じて要請しておりまして、いまのところはまだ対応が可能なわけ

ですが、今後当然高齢化に伴って少しずつ厳しくなっていく状況もありますので、先日の

一般質問での答弁もあったとおり、猟銃所持者に対しての支援を今後前向きに考えていか

なければならないというふうに思っています。

それと、平野委員が質問されたものにつきましては、収入支出については当初予算の計

画通りで、900万円と薬師山のマイナス200万円というのは、直接的な関連はございません。
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これについては薬師山については、当初から面積の割に傾斜がかなりきついということで、

事業費がかかるということを想定しておりました。その中ででもやはり木古内町の観光ス

ポットの一つとして、薬師山の芝桜をもっと増殖して観光客の皆さんに楽しんでいただけ

るよう、そしてまた合わせて町民の皆さんにも楽しんでいただけるように整備しなければ

ならないということで、収支はマイナスということは認識した中で、26年度で事業実施し

ております。以上です。

吉田委員長 平野委員。

平野委員 それはわかったのです。委託料の中で間伐した草の刈り、林道の草刈の委託料

については予算どおり執行なのですけれども、皆伐事業だけがマイナスなのですけれども、

この皆伐についてはどのような理由で、この予算から下回ったのか。要は、皆伐が上手く

いかなかったものなのかどうなのかということをお聞きしたのですけれども。

吉田委員長 羽澤（真）主査。

羽澤（真）主査 すみません、何度も申し訳ありません。

皆伐につきましては説明のとおり、通常の町有林の皆伐事業、カラマツ皆伐事業と薬師

山の皆伐事業ということで、この中に2本含まれてございます。その中で、予算から決算の

比較の中で、決算実績のほうが金額的に下がっているということの理由といたしましては、

薬師山ではなく町有林のカラマツ皆伐事業のほうでございまして、こちらにつきましては

皆伐は冬施業をしてございます。今年度につきましては雪解けが早く、当初5.4ｈａ予定し

ておりましたが、雪解けの影響で運搬車などグラップル等々ぬかるんで危険な状態だとい

うことで、事業量を5.4から3.5ｈａに減らした中で、事業を26年度実施してきたというこ

とでございます。以上でございます。

吉田委員長 ほか。

（「なし」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 ないようなので、私から1点お願いします。

熊の部分はいいのですけれども、タヌキ・キツネの部分ありますよね。これ議会で農地

の人達にも括りワナの免許を取らせて何とか駆除しましょうということになったのですけ

れども、結果的に意外と成果が上がっていないのですよね。この辺について、農地の人達

も忙しいのかもわからないのですが、正直に言って被害が出ているのになかなかワナを使

ってやっているのか、捕っても中には役場に言っていないという意見もあるのですよ。持

って行ってもいくらにしかならないという感じになって、その辺も料金的にどうなのか。

せっかく免許を取らせてやった事業なので、この辺の効果をやはり最大限出すためには、

そこら辺も考えていかなければならないのかなと思うのですが、その辺担当課として意見

を聞きたいと思います。

木村課長。

木村産業経済課長 いまおっしゃった括りワナについては、農家の方々が免許を持ってい

て農業被害をまず自分のところから防いでいくという趣旨で取得していただいた経緯がご

ざいます。

確認しましたら、括りワナについてはあまりかけていないということでございます。や

はり農作業が優先するのではないかと思いますけれども、せっかくの免許でございますの

で、いま委員長がおっしゃったように、少しそのほうにも対応していただいて、被害額を
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少なくするように再度要請なりを考えていきたいと思います。以上です。

吉田委員長 わかりました。

新井田委員。

新井田委員 いまたまさか熊だとかとそういう部分の話なのですけれども、要はワナの件

でいま熊の場合はほとんど箱ワナですよね。「出たよ」となったら箱を持って行っていろ

いろ重いのをわさわさやっているというような状況だと思うのですけれども、猟銃さんも

高齢化という部分の中で、先般の移動調整の中でちょっと話が出たのですけれども、道の

先生あるいは前田先生も来た中で、そういう状況の中でやはり思いはなお都度都度あちこ

ち振り回すのは大変な作業なのだという中で、何とかワナの規制をある程度緩和してくれ

というちょっとお話も出たのですよね。それは、行政のほうは行政のほうでいろいろ動き

はあるのかなというようなちょっと思いがあったものですから。あるいは、そういう話の

中で何か情報を得ているのかなというその辺ちょっと確認をしたいのですけれども。

吉田委員長 木村課長。

木村産業経済課長 新井田委員の質問につきましては、自民党の移動政調会の際に議題と

なりました。括りワナの件だと思います。これにつきましては、一昨年くらいまでは特例

的に認めていただいていたのですけれども、昨年から括りワナについては鳥獣の保護の観

点、あるいは人への配慮などを含めて、原則は禁止ということになってございます。一定

それは理解できるわけですが、一方では人家の近くまで熊が出没して来ているという状況

もあって、この間も渡島局の担当のほうに何度か打診はしたわけですが、これは全道的に

括りワナについては認められないと。本当の特別な事案以外は認められないということで

なっております。実務レベルとしてはそれが精一杯でございますので、これはやはり理事

者のほうにも説明する、あるいは議会のほうでも認識していただいて、機会ごとに対応し

ていただければありがたいというふうに思っています。以上です。

吉田委員長 佐藤委員。

佐藤委員 ちょっとお聞きしますけれども実績の43ページ、工事請負費の中なので直接

決算とは関係ないかもしれませんけれども、林業専用道佐女川第2支線開設工事とあります

が、これはどこからはじまってどこで終わるのかちょっとわからないのと、開設工事とい

うのはどんな内容の工事をされたのかちょっと参考にお伺いしたいと思います。

吉田委員長 一年生委員もいますので、ちょっとお願いします。

羽澤（真）主査。

羽澤（真）主査 林業専用道開設工事ということでご質問をいただきました。林業専用道に

つきましては、基幹的な林道を補完する道路でございまして、主に

材部などの運搬に利用する道路でございます。幅員につきましては3ｍの幅員で作設してご

ざいます。起点につきましては、林道佐女川線の24年に林業佐女川支線という路線も開設

してございます。ちょっと言葉で説明するのは難しいのですけれども、林業専用道佐女川

支線の頂上付近のところと言いますか、そのところからまた新たに第2支線ということで作

設してございます。延長につきましては800ｍの開設延長ということで、26年度に開設して

ございます。

吉田委員長 ほか。

手塚副委員長。
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手塚副委員長 芝桜のことなのですけれども、私もまだ現場は行ったことないのですけれ

ども、アクセスするのに徒歩しか行けないのか。例えば車でそこまで現場で行けられるの

か、どういうふうになっていますか。

吉田委員長 羽澤（真）主査。

羽澤（真）主査 芝桜の現場までの道のりなのですけれども、例年芝桜の咲く時期に合わせ

て、役場のほうでも観光客誘致ということで、看板等を設置してございます。既存案内板

の路線なのですけれども、基本的には徒歩移動ということで、公民館の駐車場に駐車して

いただいて、球場側から桜並木ロードと言いますかあそこを通るルートで、案内板は出し

て周知してございます。

吉田委員長 手塚副委員長。

手塚副委員長 昨年度、木古内の札苅と言うのですか大平と言うのですか、あの道路縁で

よく芝桜が綺麗に咲いて車で通る人達が寄って、はじめ何なのかなと思って見ていたので

すけれども。ああいうふうに車でちょっと近づけるようなスタイルのものであれば、もっ

ともっと通り過ぎるだけのことになってしまうかもしれませんけれども、そういうもうち

ょっとアクセスする道路の整備、それらのことを考えられないのかどうか伺いたいと思い

ます。

吉田委員長 木村課長。

木村産業経済課長 場所的にはご確認いただいているとおり、墓地の上ということでござ

います。若干、墓地の上まで車両通行も可能ですし、車も足もありますけれども、今後も

し駐車場を造るとなれば盛土なり含めて、それなりの経費がかかるということと、やはり

墓参については年中来ているということを踏まえると、そこを観光客が頻繁に通るという

のはあまり好ましくないのではないのかなと私は考えます。現在の誘導路についても、公

民館のほうから誘導しているというような現状でございます。

また、先ほどお話がありました札苅の国道沿いの芝桜については、次年度以降駐車施設

を検討した中で、より安全に勧奨できるように所有者などと関係者と協議していきたいと

いうふうに思っています。以上です。

吉田委員長 手塚副委員長。

手塚副委員長 薬師山のいま墓地の間を通っていま行っているという状況ですけれども、

ほかにちょっとお金はかかるかもしれませんけれども、ルート的にそこを通らないで新た

にどこか付けるというようなことは不可能なのでしょうか。

吉田委員長 木村課長。

木村産業経済課長 検討していませんでしたので、少しその辺も考えてみたいと思います。

吉田委員長 ほか。

（「なし」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 ないようなので、次の商工に入る前に、休憩を10分間したいと思いますので、

暫時、休憩をいたします。

休憩 午前10時26分

再開 午前10時35分
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吉田委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

それでは、水産商工グループの説明に入ります。

木村課長。

木村産業経済課長 引き続いて、水産商工グループ分野の決算説明を行います。

まず、水産業でございます。これにつきましては、平成25年3月に北海道が策定した水産

業・漁村振興推進計画に基づいて、あるいは施設の長寿命化事業に基づいて、施設整備・

更新などを行っているとともに、振興計画にもあるとおり獲る漁業から育てる漁業へとい

うことで、増殖、養殖事業の推進を行っております。

平成26年度におきましては、ホタテ・コンブ養殖施設整備事業や、ウニ・アワビ人工種

苗放流事業を行っております。

商工、観光分野につきましては、中小企業基本法や小規模企業活性化法など関係法令の

理念を踏まえた中で、実践すべく行っております。また、一昨年まで実施しておりました

北海道新幹線開通に向けてのアクションプランの推進ということで取り組んでまいりまし

た。

平成26年度におきましては、プレミアム商品券発行事業、あるいは観光スタッフ配置活

用事業ということで、キーコプロデューサーを配置した中で、プロモーションあるいは町

の知名度向上などを行っております。

労働分野につきましては、緊急雇用創出推進事業ということで、平成26年度におきまし

ては観光物産分野の人材確保支援事業、それと木古内町漁業振興に伴う人材確保支援事業

などを行っております。ほか、渡島西部通年雇用促進支援協議会というものを木古内町か

ら松前町までの四町で結成しておりますので、その事業について展開していっております。

それぞれの事業詳細、不用額理由などについては、担当主査より説明させます。以上で

す。

吉田委員長 概要説明が終わりました。それぞれ、審査に入ります。

堺主査。

堺主査 水産商工グループ主査の堺です。よろしくお願いいたします。

私のほうから平成26年度の決算水産商工グループ所管の労働・水産・観光について、説

明させていただきます。

まず、不用額から説明させていただきます。決算審査説明資料不用額一覧14ページをお

開きください。

一番上段に書かれております款 労働費、項 労働諸費、目 労働諸費、節 委託料で、

不用額が34万8,695円となっております。こちらは、緊急雇用創出推進事業の木古内町漁業

振興に伴う人材確保支援事業業務委託料にかかる研修費と諸経費の減額によるものであり

ます。なお、こちらについては全ての事業が契約期間が終了後精算になるため、途中の議

会等での減額補正等ができない事業となっておりまして、不用額として計上させていただ

きました。不用額については、以上です。

続きまして、款 労働費について、ご説明申し上げます。実績報告書41ページ、決算書

44ページをお開きください。

5款 労働費、1項 労働諸費、1目 労働諸費について説明いたします。予算額 1,113万

1,000円に対し、決算額 1,078万1,505円、執行率が96.9％となっております。13節 委託
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料では、緊急雇用創出推進事業で1,071万6,305円となっております。内訳については、観

光物産振興分野の人材確保支援事業業務委託料 817万3,280円となっております。こちら

については、決算審査説明資料の6ページと資料番号2の86ページをお開きいただきたいと

思います。

資料番号2のほうが詳細に記載しておりますので、そちらのほうをもって説明していきた

いと思います。事業概要については、北海道新幹線木古内駅開業により、交流人口の拡大

や地域産業の活性化に大きな可能性を秘めている一方で、観光資源や強い発進力のある物

産に乏しい当町において、開業に向け地域の魅力強化を図ることが課題であります。そこ

で、観光物販戦略や企画立案に精通した核となる人材が町内に不足している現状があるこ

とから、観光物産振興分野の人材育成と就職支援に取り組むこととしてございました。

事業実施の経過でございますが、事業実施は物販戦略では周辺市町村類似施設調査とい

うことで、近隣の道の駅で取り扱う商品や陳列の仕方、集客状況などを確認しております。

これは、計7箇所でございます。

続きまして、先進事例施設調査としまして、札幌市にございます北海道どさんこプラザ

を視察してございます。こちらでは、商品構成の方針や更新の仕方など、マーチャンダイ

ジングに係る戦略について学んでおります。因みにマーチャンダイジングとは、商品計画、

商品化の計画という意味でございまして、お客様に商品を買っていただくために、商品の

企画開発や調達、商品構成の決定、販売方法やサービスの立案、価格設定などを戦略的に

行う活動のことをマーチャンダイジングと言います。

続きまして、観光おもてなしの推進でございます。新たなまち歩きメニューの設定とい

うことで、昨年までウォーキングをして歩くまち歩きメニューを設定したところなのです

が、今年度につきましては乗り物を利用した1時間程度のまち歩きメニューの設定を行って

ございます。

あと、みそぎ浜整備のアイデアの意見聴取といったところで、平成27年度に行うみそぎ

浜の整備のアイデアを意見聴取いたしました。

あと、おもてなしコンテストの実施ということで行っております。なお、最優秀賞の

「どこでもトイレ」というものがございまして、こちらの内容は駅前を中心とした民間の

個店さんにいつでもトイレを観光客に対して使用していただくといった内容になっており

まして、いま現在は駅前を中心に6件看板を設置いたしまして、いつでもトイレを使用でき

る状況となってございます。

あと、新規雇用をした失業者は1名でございまして、契約期間・雇用期間については記載

のとおりでございます。

講演も2回行っております。開催日時・参加者等については、記載のとおりとなっており

ますので、ご覧いただきたいと思います。

次に、木古内町漁業振興に伴う人材確保支援事業業務委託料は、254万3,025円となって

おります。こちらは決算審査説明資料の7ページと資料番号2の86ページをご覧ください。

こちらの事業概要については、当町の水産業において高齢化が進む一方で、漁業協同組

合の職員においても高齢化が顕著に進んでいる現状があり、地域の漁業に精通した若い人

材を確保することが課題となっているため、本事業を通じて地域の漁業に精通した人材の

育成と就職支援に取り組むこととしておりました。
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事業の内容については、ＯＪＴ、ＯＦＦ－ＪＴ研修で記載されている研修を行ってござ

います。こちらの事業については、新規雇用をした失業者1名、こちらで雇用しておりまし

た者が、そのまま漁業協同組合の職員として現在採用されてございます。

また、ＯＪＴ研修、ＯＦＦ－ＪＴ研修というものについてですけれども、ＯＪＴ研修に

ついては社内における上司や先輩が、社内における事務等について行う研修でございまし

て、ＯＦＦ－ＪＴというものについては、職場を離れて行う研修。つまり、技能講習だと

か免許講習、こういったことをＯＦＦ－ＪＴということになってございます。

続きまして、19節 負担金補助及び交付金でございます。こちらは、昨年度とほぼ同額

となってございまして、例年どおりの支出となってございます。

次に、水産業費について説明します。

実績報告書43ページ、決算書47ページをお開きください。

9節 旅費、11節 需用費については、例年どおりとなってございます。ただ、需用費

漁港照明電気料が110万5,912円となってございます。

19節の負担金補助及び交付金でございますが、全体で42万9,559円となっておりまして、

記載されております9団体への負担金となっており、こちらも例年どおりの支出となってご

ざいます。

次に、2目 水産振興費について説明いたします。実績報告書44ページ、決算書は同じペ

ージとなっております。

予算額 2,318万6,000円、決算額 1,339万620円で、執行率が57.8％となっており、ま

た翌年度繰越額が972万円となっております。

9節 旅費、11節 需用費については、例年どおりでございます。13節 委託料は、1,0

22万3,280円となっております。こちらは、ホタテ・コンブ養殖施設整備事業業務委託料と

なっておりまして、決算審査説明資料の9ページをお開きください。

委託先は上磯郡漁業協同組合で、養殖施設は計57基設置しておりまして、ホタテ養殖施

設40基、コンブ養殖施設が17基を整備しております。こちらの事業につきましては、平成

23年度から行っておりまして、今年度平成26年度をもって終了いたします。この事業期間

の中で、ホタテ・コンブ養殖施設をそれぞれ100基ずつ整備してございます。

次に、ヒジキ養殖技術導入事業業務委託料と木古内産ヒジキブランド化事業業務委託料

については、翌年度繰越事業となっておりまして、それぞれ予算額は176万円となっており、

合計すると実績報告書上段に記載されている972万円の翌年度繰越額となります。

19節 負担金補助及び交付金は、313万5,430円となっております。実績内容につきまし

ては、団体負担金が8万8,000円で、これは例年どおりの支出です。

次に、漁業近代化資金利子補給金で上期2件、下期2件で、2万2,813円となっております。

次に、ホタテ養殖漁家安定資金利子補給金で23万3,617円となっております。対象者は3

件となっておりまして、高海水温によるホタテの斃死対策によるものでございます。

次に、ウニ人工種苗購入事業補助金は250万円となっております。こちらは、決算審査説

明資料の7ページをお開きください。

事業主体は上磯郡漁業協同組合となっておりまして、20ｍｍの種苗を25万粒購入してお

ります。購入単価については21.6円となっており、事業費は540万円で、町が250万円、漁

協が290万円で購入しております。漁獲量は記載のとおりになってございます。平成24年度
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がピークとなっておりますが、高海水温により種苗が斃死したことにより、平成25年度か

ら落ち込んでいるのが現状でございます。

また、現状がエゾバフンウニの種苗を行っておりまして、キタムラサキウニからエゾバ

フンウニに採取するものが変わってきてございます。エゾバフンウニの単価が高いことと、

またキタムラサキウニのほうが重量が重いということがありまして、平成26年度の水揚げ

においては漁獲量が減っているものの、金額としては上がっているということでございま

す。

次に、アワビの人工種苗購入事業補助金は50万円となっております。こちらは、決算審

査説明資料の8ページをお開きください。

こちらも事業主体は上磯郡漁業協同組合となっておりまして、45ｍｍの種苗を1万粒購入

しております。購入単価は121.5円となっておりまして、事業費は121万5,000円で、町が5

0万円と漁協が71万5,000円で購入してございます。漁獲量については記載のとおりとなっ

ており、漁獲量と漁獲高は順調に伸びております。水産業費については、以上でございま

す。

続きまして、労働と水産に係わる歳入についてご説明いたします。

実績報告書17ページ、決算書18ページをお開きください。

14款 道支出金、2項 道補助金、4目 労働費補助金について説明いたします。予算額

1,106万5,000円に対しまして、決算額 1,071万6,305円、調定額が1,071万6,305円で同

額となってございます。執行率は96.8％、収入率は100％となっております。

実績内容については、歳出でご説明いたしました緊急雇用創出推進事業の財源でござい

まして、補助率は100％となってございます。

続きまして、実績報告書18ページ、決算書19ページをお開きください。

3項 道委託金、3目 農林水産業費委託金、3節 水産業費委託金について説明いたしま

す。予算額 48万5,000円、決算額 48万4,440円、調定額 48万4,440円で、執行率が99.

8％、収入率は100％となってございます。

こちらについては、漁港の利用料及び使用料となっております。漁港利用料については

漁船50隻、用地利用14件ございまして15万4,059円、漁港使用料についてはＰＢの長期が3

5隻、短期が9隻、合わせて44件ありまして、33万381円となっておりまして、合計が48万4,

440円となってございます。

労働、水産に関する歳入は以上でございます。

吉田委員長 それでは、質疑を受けます。

鈴木委員。

鈴木委員 鈴木でございます。

説明資料の7ページ、ウニの人工購入事業についてもう少し詳しく説明をいただきたいな

と思いました。

まず1点目が、こちらの事業費が約540万円ということで、26年度のこちらいわゆる売上

金ということでよろしいのですか、それが58万円。約40万円の黒字ということで、こちら

の売上の部分はどこにどのように流れるのかという部分と、あと2点目が22年度から落ち込

んでくる理由。そして、26年度は漁獲量が少ないにも係わらず、ムラサキウニからエドバ

フンウニに採れた量が多かったから単価が上がったと。そこは理解できましたけれども今
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後、どのような計画で進んでいかれるのかというのと、あと3点目がこちらの採れたウニの

8.3ｔの中で、いわゆる町内での商店さん若しくは飲食店さんで使用されている部分は、何

パーセントくらいあるのかと。この3点のほうをよろしくお願いいたします。以上でござい

ます。

吉田委員長 堺主査。

堺主査 まず事業費対の詳細についてなのですけれども、こちら540万円種苗放流をしたか

らといって、580万円が水揚げがあるとそういういった内容ではございませんで、あくまで

もこの種苗を25万粒放流してもその種苗が全て大人になるとは限らないといったところで

ございますので、その辺はちょっとご理解いただきたいというふうに思います。

あと町内業者の流通なのですけれども、こちらは全て漁組への出荷となっておりまして、

それからほとんどのものが函館の市場に流れているといったところが現状ですので、町内

の個店に関してはそちらのほうから買い付けて町内に流れてくるといったところなので、

その流通についてはちょっとこちらのほうでは把握しておりませんので、ご容赦いただき

たいというふうに思います。

今後の計画についてですけれども、こちらは毎年種苗放流をして漁獲高が上がる、生産

量が落ちないといったところで、今後もこの種苗放流については毎年行っていきたいとい

うふうに考えてございます。以上です。

吉田委員長 木村課長。

木村産業経済課長 少し補足をさせていただきます。先ほど堺が言ったように、事業費対

漁獲量の関係なのですけれども、これは1年で採れるものもあると思うのですけれども、2

年・3年というのもございます。ですから、以前のものが今年度以降に採取されたり、今年

度が次年度以降に採取されたりということでございます。なかなかこの2年間は先ほど少し

説明したとおり、高海水温の影響なども含めて落ち込んだのがまだ回復していないという

状況でありますけれども、漁組と協議をした中では今後回復が見込めるということで、さ

らにやはり沖合の厳しい作業に比較して若干、年齢が上がってでも作業としてはしやすい。

そしてまた、単価的に上下はあるのですけれども、先ほど言ったようにエゾバフンウニは、

高価な価格で取り引きできるということで、今後も継続して漁業者のためにやっていきた

いということですので、継続していく考えでございます。

なお、事業対効果については、今後も確認をしながら進めていきたいと思っております。

以上です。

吉田委員長 ほか。

新井田委員。

新井田委員 新井田でございます。

いま同僚委員から事業展開の部分もちょっと触れましたけれども、私は個人的にこの事

業に関してホタテあるいはウニ・アワビの状況に関しては、非常にやはり漁組もそうだけ

れども、いわゆる末端の漁師さんも非常に良い思いをされているという部分は、いまいま

確認はしているつもりではございます。ですから、今後ももっともっと継続していただけ

ればとそんなふうに思っています。

そういう中で、ちょっと委託料の部分なのですけれども、今回はヒジキの養殖技術云々

ということで、2点ほど翌年度繰越となっているのですけれども、ちょっとそぐわないかも
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しれませんけれども。この事業は翌年ということなのですけれども、いまいまの状況でこ

の間研修に行かれたという話もちょっと聞いていますし、その辺の報告がどうであったの

かわかる範囲で結構でございますけれども。あるいは、小耳にしているのはやはりコスト

の面で、非常にどうなのかという部分も実はちょっと耳に入っているのですよね。やって

みなければわからない部分も当然あるのでしょうけれども、この辺についてわかる範囲で

結構でございますので、ちょっと答弁をいただければと思います。

吉田委員長 木村課長。

木村産業経済課長 ヒジキ事業につきましては、ブランド化事業と養殖化事業、2本今年度

は行っております。いまおっしゃったとおり、先進地視察で三重県鳥羽市の伺って事業者、

それと現場も見て来ております。出張復命については上がってきているのですけれども、

実は今後も今年度の常任委員会の調査項目で、このヒジキ事業が上がっていますので、そ

の際にさらに詳細な説明と質疑を受けていきたいというふうに思っていますので、よろし

くお願いいたします。

あと、コスト面についても自分も少し伺っていますので、それも合わせて検討委員会な

りでいろいろ議論をしているというふうにも伺っていますので、それも合わせてその時に

よろしくお願いしたいと思います。

吉田委員長 ほか。

手塚副委員長。

手塚副委員長 先ほどウニの人工種苗の関係なのですけれども、鈴木委員からも質問があ

りましたとおり、例えば24年・25年の漁獲量金額については、3分の1まで落ち込んでいる

と。さらには、海水温上昇による種苗の斃死というのがあったということなのですけれど

も。海水温の上昇については私も漁業関係者に若干何人か知り合いがいますけれども、こ

こ近年何年も水温が高いというような話を聞いているのですけれども。例えば23年・24年

結構な金額が出ているのですけれども、この時点では海水温というのはきっと高かったと

思うのだけれども。この25年が急に落ち込んだというのは、ただ海水温の影響なのかどう

なのか、その辺もう少し聞きたいと思いますけれども。

吉田委員長 堺主査。

堺主査 平成24年における高海水温においては、25度以上の海水温が2週間程度続いたとい

うことになっております。その以前については、25度の高海水温については、上がっても

1週間程度といったところで、1週間までが生物が低温で生ける生物の限界と言われている

ところでございまして、それ以前についてはさほど影響がなかったということです。24年

度においては、高海水温の状況においても雨が降らなかったりとか、波浪がなくて海水が

混ざらなかったといったそういう状況がありまして、高海水温が続いた要因と言われてご

ざいます。なので、そちらが24年度2週間ほど続いたための斃死といったところで聞きを及

んでおります。

吉田委員長 手塚副委員長。

手塚副委員長 今後も事業が続くと思いますけれども、例えばいま言ったような海水温と

いうのは、もう自然任せでどうにもできない部分だと思いますけれども、それらについて

対策ということはどうなるかわかりませんけれども、何かありましたらお願いしたいと思

います。
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吉田委員長 堺主査。

堺主査 いまの現状でいきますと、三日に一度知内のほうで海水温の測定を行っておりま

して、そちらの報告が来ることにはなってございます。ただ、海のことでございますので、

人工的に下げるということがなかなか不可能といったところもございますので、その辺は

ご理解いただきたいということでお願いします。

吉田委員長 丁寧な説明をありがとうございます。

ほか。

平野委員。

平野委員 せっかくですからウニのいま鈴木委員並びに手塚副委員長と関連しますけれど

も、エゾバフンウニが単価が高いのでこの放流したのもエゾバフンウニが全てなのか、割

合的にムラサキウニとの割合がどうなのかということを。この平成26年度の漁獲量と、こ

のたび26年度にまいたもののそれぞれ割合がわかればお知らせいただきたいと思います。

今後についても当然この事業は進めていくというお話でしたけれども、エゾバフンウニ

を今後中心でやっていくのか。そうすることによって町の特産品というジャンルもウニイ

コールムラサキウニというイメージがあると思うのですけれども、エゾバフンウニを我々

はガンゼと言っているのですけれども、最近すごく少なくなってきたのですよね。なので、

金額が高騰していると思うのですけれども、それによって考え方によって町としての特産

品の考え方も若干方向が変わっていくと思いますので、その部分の見解も合わせて今後の

計画をお聞かせいただきたいと思います。

それともう1点が、その他水産については例年どおりなのでわかりましたが、新規事業と

して資料の85ページになりますけれども、観光おもてなし推進の中で新たなまち歩きメニ

ュー、みそぎ浜アイデア、おもてなしコンテスト等々いま説明を受けた中で、大変みそぎ

浜整備についても平成27年に整備される意見を聴衆された。あるいは、おもてなしコンテ

ストで大賞の「どこでもトイレ」、すごく良いアイデアですしおもしろいなと。今後の木

古内町の観光について、非常にプラスになっていく事業なのかなと感じております。

その中でいまのみそぎ浜整備アイデア、おもてなしコンテストについての実施概要とこ

の中身について、いま言われた「どこでもトイレ」以外にもどのような意見が出ていたの

かというのがわかるできれば資料があれば大変参考になるなと思いますが、可能でしょう

か資料は。

吉田委員長 堺主査。

堺主査 まずウニの人工種苗なのですけれども、こちらは25万粒全てエゾバフンウニとい

ったところで放流しております。

実情を申しますと、ムラサキウニの育成というか身の中身がいま現状、非常に悪い状況

でありまして、なかなか捕っても高価で売れないといったところがございまして、出荷し

ている8割方エゾバフンウニが出荷されているといった状況でございます。なので、今後も

エゾバフンウニに収穫がシフトしながら、こちらの収穫にあたっていきたいというふうに

考えます。

ただ、こちらのほうの流通の形態が、もう漁組から函館市の水産会社さんのほうに下り

ている流通形態が生産量もだいたいこれくらいでこんな価格というものがそれを目指して

収穫しているものですから、それを特産品として町内で直接卸してもらうというのもいま
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の現状ではなかなか難しい状況にあります。ただ、今後収穫量が順調に伸びた場合には、

そういったものの特産品といった扱いにしていける可能性はございますので、こちらの事

業については今後そのまま継続といったところで考えております。

また、もう1点の観光振興分野の人材確保支援事業といったところで、一応報告書はでき

てございますのでこれが終了後、皆さんにこの報告書を配付して確認していただきたいと

いうふうに思います。よろしくお願いします。

吉田委員長 ほか。

鈴木委員。

鈴木委員 関連で最後、すみません。ウニの件でほぼ委員が大変興味を持って木古内の、

いま現時点ですと特産品としては難しいルートということも理解しております。ただ、北

海道ということと新幹線が通るということ、ウニの単価も考えれば非常にこれから成長し

ていっていただきたい分野だと個人的にもすごく思っております。

そこで、いま25万粒ということですけれども、今後の計画は今後の計画といたしまして、

現時点で例えばこれを5万にするとか10万にするとか、現時点でどれぐらい増やせるのでし

ょうかというのがちょっと確認しておきたいなということがございます。この予算の中で

25万粒ということなのですけれども、それは予算がないから25万粒なのか、それともマッ

クス。施設的な問題なのか、予算的なのか。

吉田委員長 本来であれば決算委員会なので、いま木村課長に丁寧に答弁をしてもらいま

すので。

木村課長。

木村産業経済課長 鈴木委員の質問にお答えいたします。

この25万粒にしたのは、平成26年度からです。それ以前は20万粒でございました。漁協

と協議をした中で、この浜の生育地域一帯を考えた時に、ウニは共食いする習性もありま

すし、磯焼けなどもデメリットと言いますか影響もありますので、25万粒が限度ではない

かという中で、漁組のほうと協議をしてこの事業量にした経緯がございます。以上です。

吉田委員長 ほか。

（「なし」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 ないようなので、次に商工費に入りたいと思います。

堺主査。

堺主査 続きまして、商工費について説明いたします。

実績報告書44ページ、決算書48ページをお開きください。

7款 商工費、1項 商工費、1目 商工総務費について説明します。予算額 484万円、

決算額 484万円、執行率は100％となっております。

19節 負担金補助及び交付金は、木古内商工会補助金で484万円となっておりまして、商

工会職員の人件費補助となってございます。

次に、2目 商工振興費について説明いたします。予算額 3,213万7,000円に対しまして、

決算額 1,516万481円で、執行率は47.2％となっており、翌年度繰越額が1,680万円となっ

ております。

8節 報償費、9節 普通旅費、11節 需用費、12節 役務費、こちらについては例年ど

おりの支出となってございます。
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14節 使用料及び賃借料は45万円となっておりまして、記載のとおりの実績内容とおり

ます。こちら1日の借上料については3万円となっておりまして、その日数分がそれぞれの

金額となってございます。

19節 負担金補助及び交付金は、820万576円となっております。実績内容は、中小企業

融資信用保証料補助金が69万1,212円となっており、8件の実績となっております。内、運

転資金が7件、設備投資が1件となっております。

次に、中小企業融資利子補給補助金は77万9,564円となっており、運転資金 27件、設備

投資 10件、合計37件の利子補給を行ってございます。

次に、鶴岡大産業祭り2014出展負担金 1万9,000円、さっぽろオータムフェスト出展負

担金 33万4,800円、函館・みなみ北海道グルメパークｉｎ大宮出展負担金 35万4,000円、

函館グルメサーカス出展負担金 5万4,000円となっており、これらは全て物販及び木古内

駅開業ＰＲのための出展負担金となってございます。

次に、はこだて和牛ブランド化推進事業補助金で100万円となっております。こちら資料

番号2の89ページをお開きください。

事業概要は、総事業費205万9,065円、補助金額 100万円、取扱事業者は12者で、搬入数

量等は記載のとおりとなっております。2.補助金は、仕入金額の2分の1の額を予算の範囲

内で補助してございます。3.事業状況は、（1）入荷状況と補助金の支出状況は5回支出し

ておりまして、記載のとおりの内容となってございます。（2）の事業費と補助金の状況も

記載のとおりです。（3）販売状況につきましては、整形後670.9ｋｇ、販売数量618.2ｋｇ、

残数量は52.7ｋｇとなってございます。（4）の販売率については、92.14％となってござ

います。（5）入荷部位と販売状況については、次のページをご覧いただきたいと思います。

こちら一覧表になってございます。部位の名称は記載のとおりとなっておりまして、搬入

割合についてもモモが15.89％、バラが15.34％、ウデが13.34％とこちらの三つが上位を占

めてございます。次の欄には、小売価格と町内業者への販売価格の比較となっており、記

載のとおりでございます。販売額については、合計で207万7,378円となってございます。

実績報告書と決算書へお戻りください。

次に、第31回ふるさと産業まつり補助金は12万円となってございます。これは、11月3日

に開催予定でしたが、悪天候のためやむなく中止としてございます。代わりに臨時即売会

といたしまして、11月5日に役場前で臨時即売会として開催してございます。

次に、プレミアム商品券補助金でございます。481万8,000円となっております。こちら

は、販売価格 1万円で、プレミアム率が20％、1万2,000円分の商品を販売してございます。

販売実績については2,434セット販売しておりまして、販売枚数 2万9,208枚、総額が2,9

20万8,000円分販売してございます。こちらの販売額の出す使用分に対する補助金となって

おります。

次に、消費喚起プレミアム商品券発行事業補助金は翌年度繰越事業となっておりまして、

繰越額は2目 商工振興費の記載のとおり、1,680万円が繰越額となってございます。

実績報告書45ページをお開きください。

21節 貸付金でございますが、600万円となっておりまして、金融機関への預託金となっ

てございます。

次に、観光推進費を説明いたします。 予算額 1,331万4,000円に対して、決算額 887
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万1,840円、執行率が66.6％となっており翌年度繰越額が416万4,000円となってございます。

4節 共済費については31万1,015円、こちらは地域おこし協力隊にかかる事業主負担分

となり、内容は記載のとおりです。

7節 賃金は205万500円となっており、地域おこし協力隊の賃金でございます。

8節 報償費は、15万1,394円となっておりまして、木古内町の観光ＰＲ等のイベントの

参加報償費で8万7,394円で、イベントなどの景品が主なものとなっております。

おみやげ品開発支援事業専門家招聘謝金は6万4,000円となっており、2回開催してござい

ます。

9節 旅費については、115万1,000円となっておりまして、ほとんどがキーコの出演旅費

が主なものとなってございます。職員旅費については、キーコのアテンドでの旅費が主な

ものとなっております。観光スタッフ旅費については、キーコの出演と地域おこし協力隊

員の研修などが主なものとなってございます。

11節 需用費、12節 役務費は、例年どおりでございます。

13 委託料は89万6,400円で、こちらは北海道新幹線開業に係る長期ＰＲ事業委託料で、

東北最大の都市である仙台市において、開業ＰＲとキーコの認知度アップを目的として1か

月間の長期ＰＲ活動を行ってございます。これは、平成26年7月7日から8月29日までの委託

期間として行ってございます。

次に、14節 使用料及び賃借料は、27万9,800円となっております。車の借上料と通信機

器借上料については、地域おこし協力隊からの借上料となっておりまして、月1万円、12か

月でそれぞれ12万円となっております。フェリー渡航料については、先ほど委託料で説明

しました長期ＰＲの際に、車で行って行ったため、その際の往復の渡航料となっておりま

す。

19節 負担金補助及び交付金は、397万2,900円となっております。

ゆるキャラサミットの出展負担金は、0円となってございますが、こちらは事業を進めて

いく上で、サミットに参加するよりも仙台市での活動のほうがより効果的と判断したため

に、サミットへの出展は見送りましたので、支出はございませんでした。

みなみ北海道観光推進協議会は10万円、みなみ北海道観光推進協議会スタンプラリー負

担金 3万円、こちらは例年どおりの支出となっております。

続いて、木古内町観光協会補助金、こちらはチューリップフェア、札苅・泉沢地区夏祭

り、みそぎ太鼓・みそぎばやしへの助成、観光マップ制作費用等が補助対象経費となって

ございます。

続きまして、観光おみやげ品開発支援事業補助金は60万円となっております。こちら2件

の補助をしてございます。資料番号2の87ページをご覧いただきたいと思います。

1.平成26年度の補助金については、1事業30万円以内の予算の範囲内で調整するとしてお

りまして、助成対象経費については記載のとおりでございます。

2の事業の進捗状況は、11月26日に有限会社久上工藤商店から、11月27日に株式会社Ｍ.

ＦＩＮＤ宿きたかいより応募申し込みがありまして、12月4日に審査をした結果、補助対象

者に決定してございます。

3番の今後の展開については、平成27年度においては観光交流センターみそぎの郷きこな

いで販売できる商品を開発する予定でございます。
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4.フォローアップについては、平成23年度は産業まつり、平成24年度は咸臨丸まつり、

平成25・26年度においては広報により掲載し、ＰＲしてございます。その他は、各種イベ

ントや物販で開発事業者との協働により、販売してございます。販売したイベントについ

ては、記載のとおりでございます。

次のページをご覧ください。5の事業実績については、はこだて和牛鍋とみそぎの塩を開

発してございます。商品の概要や価格については、記載のとおりとなってございますので、

ご覧いただきたいと思います。

次に、実績報告書に戻りまして、寒中みそぎフェスティバル補助金は110万円となってご

ざいます。全体事業費が250万4,388円で、補助対象としては会場設営費、イベント費、飲

食のはこだて和牛フェアが補助対象経費となってございます。事業効果といたしましては、

寒中みそぎまつりについては5,000人の集客数がございました。

続きまして、きこない咸臨丸まつり補助金 160万円となってございます。全体事業費に

ついては296万4,248円で、補助対象経費としては会場設営費とイベント費が補助対象経費

となってございます。事業効果としては、2,500似んの集客がございました。

木古内町観光協会支援事業補助金、こちらは翌年度の繰越事業となってございまして、

観光協会の事務局長に対する人件費でございます。繰越額については上段に記載のとおり、

416万4,000円が繰越額となってございます。

商工の歳出については、以上です。

続きまして、歳入の説明をいたします。

実績報告書18ページ、決算書19ページをお開きください。

14款 道支出金、3項 道委託金、4目 商工費委託金、1節 商工費委託金について説明

します。予算額 1万8,000円、決算額 1万8,150円、調定額 1万8,150円で、執行率が10

0.8％、収入率は100％でございます。内容については、商工会権限移譲委託金と電気用品

安全法権限移譲委託金 合わせて1万8,150円となってございます。

続きまして、実績報告書20ページ、決算書23ページをお開きください。

19款 諸収入、3項 貸付金元利収入、1目 商工費預託金元利収入、1節 商工振興費預

託金元利収入について説明します。予算額 601万6,000円、決算額 600万1,506円、調定

額 600万1,506円で、執行率は99.8％、収入率は100％となってございます。これは、商工

振興費の預託金元利収入でございまして、元金 600万円に対する利息が1,506円で、600万

1,506円となっております。

続きまして、実績報告書21ページ、決算書24ページをお開きください。

19款 諸収入、5項 雑入、1目 雑入、4節 雑入について説明いたします。産業経済課

所管の雇用保険繰替金、こちらが決算額1万251円、調定額が1万251円で、収入率は100％と

なってございます。

商工に関する説明は以上でございます。

吉田委員長 説明が終わりました。質疑を受けます。ありませんか。

（「なし」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 ないようなので、産業経済課の審査を終了いたします。

お疲れ様でした。

35分まで暫時、休憩をいたします。
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休憩 午前11時29分

再開 午前11時35分

（2）町民課

吉田委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

それでは、町民課の審査を行います。担当課長より説明員の紹介並びに平成26年度の決

算の特質した内容の事業概要についてございましたらお願いをいたします。

吉田課長。

吉田町民課長 町民課、吉田です。よろしくお願いします。

町民課は窓口業務がございますので、各担当終了次第、次の担当と入れ替わりで退席と

なりますので、あらかじめご了承をお願いしたいと思います。

それでは、現在出席しております職員をご紹介いたします。委員の皆様から向かって私

の右手に座っているのが住民グループ戸籍担当の大坂主査です。続きまして、後ろの列に

座っているのが住民グループ福祉年金担当、吉澤主査です。

それでは、町民課の決算の概要について、ご説明をさせていただきます。

はじめに一般会計についてですが、戸籍担当では、戸籍事務電算化事業を平成25年度か

ら2年間の継続費で行っておりまして、最終年度の26年度は業務委託料として5,881万6,00

0円を支出しております。

また、福祉年金担当では、新たな事業として臨時福祉給付金と子育て世帯臨時特例給付

金の給付に関する費用として、合計2,110万7,002円を支出してございます。

また、住民担当では、北海道の補助を受け実施しました海岸漂着物回収処理の業務委託

料として999万円を支出しております。一般会計では、このほかのほとんどは前年度と同様

の支出内容となっております。特に目立った事業等はございません。

次に、国民健康保険特別会計ですが、歳入の総額が8億8,402万1,959円で前年度と比較し

て、539万583円の減となっております。歳出の総額は7億7,397万8,313円で、前年度と比較

して774万6,087円の増となっております。歳入から歳出を差し引きした1億1,004万3,646円

が平成27年度への繰り越しとなっております。

次に、後期高齢者医療特別会計ですが、歳入の総額が1億5,797万7,403円で、前年度と比

較して2,934万5,380円の減となっております。歳出の総額は1億5,782万853円で、前年度と

比較して2,675万6,279円の減となっております。歳入から歳出を差し引きした15万6,550円

が平成27年度への繰り越しとなっております。

以上が、町民課の決算の概要となります。詳細につきましては、担当主査からご説明い

たしますが、戸籍担当・福祉年金担当・住民担当・国保担当という順番でご説明をさせて

いただきますので、よろしくお願いいたします。

吉田委員長 早速、審査に入ります。

説明については、決算の中で不用額として大きいものや前年度の相違のあるものを主と

して行ってください。スピーディーな審査を行うために、経常経費については説明を省略

してください。なお、資料が提出されている場合は、決算書並びに決算実績書と重複しな
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いよう資料を有効的に活用して説明をしてください。あとページ数を言う時は、はっきり

大きい声で、そしてちょっと間を開けていただくようお願いします。

それでは早速、説明に入ります。

大坂主査。

大坂主査 それでは、歳出より説明させていただきます。

決算資料は40から41ページとなっております。決算書31から32ページ、報告書29ページ

をお開き願います。

支出の主な内容でございますが、9節 旅費 6万3,480円、11節 需用費 30万2,884円、

12節 役務費 2万1,340円、13節 委託料 6,124万9,610円、前年度と比較して大きく変

更となっている項目は、戸籍事務電算化事業業務委託費 5,881万6,000円で、平成25年度

からの継続費で平成26年度支払額となっております。

次に、戸籍システムパッケージ保守委託料 半年分としまして161万6,760円、総合行政

システム戸籍総合行政システム連携保守委託料 1年分としまして24万3,000円となってお

ります。

14節 使用料及び賃借料 81万2,620円、19節 負担金補助及び交付金として7,000円。

歳出については、以上でございます。

吉田委員長 歳入も入ってください。

大坂主査。

大坂主査 続きまして、歳入についてご説明させていただきます。

決算書は13ページ、実績報告書の13ページをお開き願います。

12款 使用料及び手数料、2項 手数料、1目及び1節 総務手数料 259万円のうち、戸

籍手数料が136万7,050円、住民票手数料が62万1,600円、印鑑証明手数料 36万3,300円、

その他証明手数料 13万8,400円で、合計実績額が249万350円となっております。

続きまして、決算書16ページ、実績報告書15ページをお開き願います。

13款 国庫支出金、2項 国庫委託金、1目及び1節 総務費委託金の中で、中長期在留者

住居地届出等事務委託金 15万1,000円となっております。

次に、決算書18ページ、報告書17ページをお開き願います。

14款 道支出金、3項 道委託金、1目及び1節 総務費委託金としまして、福祉統計調査

委託金が1万2,300円、旅券申請委託金が4万5,950円となっております。

戸籍歳入予算総額 222万7,000円に対し、決算額が269万9,600円で、47万2,600円の増と

なっており、121.2％の執行率となりました。

歳入については、以上でございます。ご審議よろしくお願いいたします。

吉田委員長 歳入の説明が終わりました。質疑を受けます。

（「なし」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 ないようなので、戸籍のほうを終わります。

次に、移ります。

吉澤主査。

吉澤主査 それでは、福祉年金担当の決算部分について、説明をさせていただきます。

決算書35ページ、実績報告書32から33ページ、資料は42ページになります。

3款 民生費、1項 社会福祉費、1目 社会福祉総務費、予算額 8,442万1,000円、決算
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額 8,406万6,529円で、執行率は99.6％です。

1節 報酬、民生・児童委員推薦委員会報酬 6,000円、9節 旅費はこの推薦委員会委員

の費用弁償分となっています。

19節 負担金補助及び交付金の行旅病人交通費、これは資料42ページの2のとおりとなっ

ております。

20節 扶助費は43万3,661円で、福祉灯油支給事業です。支給状況は、同じく資料42ペー

ジの3のとおりとなっています。

28節 繰出金 8,200万1,328円は、国民健康保険特別会計への繰越金となっております。

こちらは、国保会計のほうで説明となります。

2目 国民年金事務費、予算額 130万8,000円、決算額 130万1,181円で、執行率は99.

5％

前年度で支出が増となったものとしましては、13節 委託料 こちらは118万8,000円で、

年金生活者支援給付システム改修委託料となっています。

次に決算書38ページ、実績報告書35ページ、資料は45から47ページになります。

6目 心身障害者ひとり親家庭等医療費、予算額 2,395万5,000円、決算額 1,968万30

1円で、執行率は82.2％です。

20節 扶助費 1,829万273円、内訳は記載のとおりで、不用額 410万5,727円の要因と

しては、医療費の減となるものです。

7目 乳幼児医療費、予算額 1,027万6,000円、決算額 890万8,604円、執行率は86.7

％。

20節 扶助費 798万5,912円、内訳は記載のとおりで、こちらの不用額についても136

万3,088円となりますが、こちらも医療費の減となったものです。

次に、決算書39から40ページ、実績報告書は37ページになります。

13目 臨時福祉給付金費、予算額 1,746万4,000円、決算額 1,723万8,424円で、執行

率は98.7％です。

11節 需用費 23万9,916円、12節 役務費 25万3,508円、13節 委託料 77万円、こ

ちらは臨時福祉給付金対応ソフトの開発及び導入委託料となっています。

19節 負担金補助及び交付金、こちらは1,597万5,000円を支出しております。

次に、2項 児童福祉費、1目 児童福祉総務費、予算額 528万8,000円、決算額 523

万2,727円、執行率は99％です。

1節 報酬 子ども・子育て会議委員報酬 3万5,000円、9節 旅費は、委員の費用弁償

となっています。

13節 委託料は、子ども・子育て支援新制度システム導入業務委託料 321万8,400円に

なっております。

19節 負担金補助及び交付金 保育士等処遇改善臨時特例事業補助金 185万2,000円、

こちらちょっと内訳の記載がなかったのですが、木古内保育園については115万4,000円、

永盛保育園につきましては69万8,000円の補助をいたしております。

2目 児童措置費、予算額 1億973万3,000円、決算額 1億906万8,500円、執行率は99.

4％です。

13節 委託料 7,454万3,500円、保育所運営費委託料ですが、内訳に広域入所児童措置
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費（湯の里保育所）と記載してあります。これは、もともと知内町の住民のかたで湯の里

保育所を利用していた保護者が、木古内町のほうに通勤先がありまして、公営住宅の入所

が決まったということで、11月1日に入居しなければならなかったという状況ではあった

のですが、ちょうど保育園の行事でおゆうぎ会が11月中に控えていたということもありま

して、いろいろ練習とかもしていたということもありまして、保護者ですとか保育所さん

側の強い要望がありましたので、1か月間だけ広域入所をさせていただきたいということ

がございましたので、対応させていただいたということになります

こちらの不用額につきましては38万4,500円、要因は入所児童の減ということになりま

す。

20節 扶助費は、児童手当として3,452万5,000円を支出しています。

次に決算書41ページ、実績報告書は38ページです。

3目 子育て世帯臨時特例給付金費、予算額 392万円、決算額 386万8,578円、執行率

98.7％です。

11節 需用費 8万9,782円、12節 役務費 4万5,336円、13節 委託料 63万3,460円

は、子育て世帯臨時特例給付金対応ソフト開発導入委託料となっています。

19節 負担金補助及び交付金で、310万円支出しています。

次に決算書63ページ、実績報告書は60ページになります。

13款 諸支出金、1項 還付金、1目 過誤納還付金、23節 償還金利子及び割引料の中

で上から7行目になります、平成25年度保育所運営費国庫負担金返還金 24万1,650円、同

じく道費負担金返還金 12万825円で、実績に伴う返還金となっております。

歳出については以上になります。

吉田委員長 昼食の時間が近づいていますが、歳入は午後からでよろしいですか。

それでは、午前中の審査を終了いたします。午後1時からまた引き続きはじめますので、

よろしくお願いいたします。

暫時、休憩をいたします。

休憩 午前11時55分

再開 午後 1時00分

吉田委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

それでは、午前中に引き続き、審査に入ります。先ほど歳出の説明が終わりましたので、

引き続き歳入の説明をお願いいたします。

吉澤主査。

吉澤主査 それでは、歳入について説明させていただきます。

決算書12ページ、実績報告書12ページになります。

11款 分担金及び負担金、1項 負担金、1目 民生費負担金、2節 児童福祉費負担金

の1,720万9,700円は、保育所入所児童保護者負担金となっています。

次に決算書14から15ページ、実績報告書14ページになります。

13款 国庫支出金、1項 国庫負担金、1目 民生費負担金、1節 社会福祉費負担金で

す。上段の国民年金負担金事務費交付金として250万3,234円、2節 児童福祉費負担金は、
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保育所運営費負担金、児童手当負担金として4,889万1,736円が交付されています。

2項 国庫補助金、1目 民生費補助金、1節 社会福祉費補助金の2段目、臨時福祉給付

金事務費補助金として195万8,000円、同給付金事業費補助金として1,620万円が交付され

ています。

2節 児童福祉費補助金は579万6,000円で、子育て世帯臨時特例給付金費事務費補助金

で103万2,000円、同給付金事業費補助金として315万円、保育士等処遇改善臨時特例事業

補助金として161万4,000円が交付されています。給付金の関係につきましては、臨時福祉

給付金で22万5,000円、子育て給付金で5万円が事業実績より多く交付されましたので、こ

ちらは返還することになっています。

決算書16から17ページ、実績報告書16から17ページになります。

3項 国庫委託金、2目 民生費委託金、1節 児童福祉費委託金は、特別児童扶養手当

支給事務費委託金で9,125円になっています。

14款 道支出金、1項 道負担金、1目 民生費負担金、1節 社会福祉費負担金で、上

段の民生委員等関係経費負担金 154万5,280円、及び民生委員推薦会負担金 6,880円で

す。

2節 児童福祉費負担金は、保育所運営費負担金、児童手当負担金で、1,794万5,034円

となっています。

2項 道補助金、1目 総務費補助金、2節 地域づくり総合交付金 21万6,000円です。

こちらは、福祉灯油事業の関係で今回事業費の半分、2分の1ですが、交付されたものです。

2目 民生費補助金、3節 重度心身障害者ひとり親家庭等医療費補助金 518万8,000円、

4節 重度心身障害者ひとり親家庭等医療事務費補助金は54万2,000円で、内訳はそれぞれ

記載のとおりとなっています。

5節 乳幼児医療費補助金は92万9,000円、6節 乳幼児医療事務費補助金 2万8,000円、

7節 児童福祉費補助金として241万5,000円、内訳は記載のとおりとなっています。

決算書21ページ、実績報告書19ページです。

16款 寄付金、1項 寄付金、2目・1節 民生費寄付金はありません。

決算書24ページ、実績報告書21ページになります。

19款 諸収入、5項・1目・4節 雑入の町民課所管のうち、3段目の送還旅費返還金、こ

ちら7件ありまして9,910円、子どもを守る地域ネットワーク等調査票作成費 3,400円、

高額療養費繰替金が345万9,931円で、内訳は記載のとおりとなっています。

以上でございますので、よろしくご審議をお願いいたします。

吉田委員長 それでは、説明が終わりました。質疑を受けます。

（「なし」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 ないようなので、保健福祉のほうを終わります。お疲れ様でした。

それでは次に、住民担当の説明をお願いします。

片桐主査。

片桐主査 住民担当の片桐でございます。

私のほうからは、住民グループ住民担当が所管いたします決算のほうについてご説明を

させていただきます。

まず、実績報告書の27ページ、決算書29ページをお開きください。
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2款 総務費、1項 総務管理費、4目 交通安全対策費でございます。予算額 586万7，

000円に対しまして、決算額が585万7,000円、執行率99.8％でございます。

18節 備品購入費 179万6,000円、こちら交通安全指導車の購入費でございます。

19節 負担金補助及び交付金 406万1,000円、うち交通安全推進委員会の補助金ですけ

れども、397万1,000円となっております。こちら、推進員の人件費が主な中身でございま

す。

続きまして、実績報告書の35から36ページをお願いいたします。決算書38ページでござ

います。

3款 民生費、1項 社会福祉費、8目 住民運動費でございます。予算額 1,012万4,00

0円に対しまして、決算額 1,009万9,506円、執行率99.8％でございます。

1節 報酬 3,000円で、昨年度、青少年問題協議会を1回開催いたしました際の委員報

酬でございます。

11節 需用費は、平和メッセージ、花いっぱい運動については、例年どおりの事業執行。

次の消費者行政活性化事業街頭啓発用品 20万4,000円ですけれども、こちらは防犯協会

・警察と町内会の皆さんにご協力いただきまして、年金支給日に合わせて、高齢者の特殊

詐欺被害防止に向けた街頭啓発を行っています。その際に、お配りします注意喚起が表記

されました啓発グッズ、今回はフェイスタオルとメモ帳を作成いたしました。

続きまして、19節 負担金補助及び交付金で920万8,838円で、このうち下から2番目の防

犯灯料金設置、補修助成金でございます。891万6,838円となっておりまして、内訳としま

しては防犯灯料金の電気料、こちらのほうが593万389円、設置・補修に係りました助成金

が298万6,449円となっております。

ＬＥＤの更新について、補助率を2分の1にかさ上げをしました2年目として、全251灯の

補修がありましたのに対しまして、178灯がＬＥＤの更新となっています。平成26年度末に

おきましては、398灯がＬＥＤの防犯灯になっております。

続きまして、実績報告書38ページ、決算書41ページをお開きください。

3款 民生費、3項 災害救助費、1目 災害救助費です。予算額 35万円に対しまして、

決算額0円、執行率も0％でございます。

昨年度、り災者救護条例の対象となります災害及び火災等がございませんでしたので、

予算執行はありません。

続きまして、実績報告書39から40ページ、決算書が42から43ページでございます。

4款 衛生費、1項 保健衛生費、3目 環境衛生費でございます。予算額 3,344万4,00

0円に対しまして、決算額 2,297万1,402円、執行率68.7％、こちらの科目につきましては、

主に火葬場の運営経費となっております。

4節 共済費、7節の賃金につきましては、安行苑管理人2名分の人件費でございます。

11節 需用費につきましては、安行苑の光熱水費が主でございますが、修繕費において

安行苑のボイラー、窓ガラス、化粧扉のキースイッチの修繕をさせていただいております。

また、墓地の水道料として、12万463円の支出がございます。

12節 役務費につきましては、安行苑のくみ取り料、また墓地の水道開閉栓の手数料の

支出でございます。

13節 委託料につきましては、安行苑の電気保安業務、火葬炉の保守点検委託、それと
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安行苑周辺環境整備委託としまして、前庭の庭木の剪定及び周辺雑木の伐採等を行い、安

行苑の環境改善に努めました。

また、町内6箇所の墓地管理委託料として30万円を支出しております。

下段にあります、海岸漂着物回収処理業務委託ですけれども、こちら道の補助事業で、

海浜に漂着しました流木などを回収処分する事業で、昨年12月定例会において2,000万円委

託費を計上させていただきました。年明けすぐに町内事業者のほうに発注をしまして、3月

末までの期間の中で、町内6海岸の流木撤去を行いました。事業費のほとんどが産廃処分料

となりますので、予算で計上させていただいた数量よりも実績において少なく済んだとい

う結果になりました。

したがいまして、999万円の事業費となり、1,000万円の不用額が生じております。

なお、本事業につきましては道の補助事業でございますので、歳入につきましても12月

定例会で、歳出と同額の2,000万円を計上いたしましたが、こちらも事業費同額で補助金が

交付されましたので、999万円が道補助金として収入されております。

14節 使用料につきましては、安行苑のテレビ受信料。15節 工事請負費につきまして

は、火葬炉の設備改修工事としまして、237万6,000円支出してございますが、工事内容と

しましては、2号炉火葬炉の再燃焼炉の耐火物の積み替え工事で、2段目の安行苑補修工事

は、玄関タイルの張替・ひさしの防水・トイレ便器洋式化・屋外灯油タンクの取替、こう

いったことを実施してございます。

19節 負担金ですけれども、主なところでは環境監視センターの運営負担金が88万円と

なっております。

続きまして、実績報告書40ページ、決算書43から44ページです。

4款 衛生費、2項 清掃費、1目 清掃総務費です。予算額 1億4,321万5,000円に対し

まして、決算額 1億4,310万6,836円、執行率99.9％。

11節 需用費は、ごみ分別カレンダーの印刷費8万6,184円の支出、ごみ袋の作成に要し

た経費として297万812円となってございます。

19節 負担金補助及び交付金でございます。こちら、ごみ関係の一組への負担金でござ

います。渡島西部広域事務組合の負担金で6,496万円、渡島廃棄物処理広域連合負担金で7,

505万5,000円となっております。

また、生ごみ堆肥化容器購入補助ですけれども、こちら昨年度2件の申請がございまして、

4,100円助成をしてございます。

続きまして、実績報告書40から41ページ、決算書44ページです。

4款 衛生費、2項 清掃費、2目 ごみ処理費でございます。予算額 3,658万4,000円に

対しまして、決算額 3,634万7,046円、執行率99.4％。

12節 役務費は、こちら不法投棄物を回収した際の処分料として4万8,280円支出してご

ざいます。

13節の委託料は、ごみ収集委託として3,574万8,000円の支出。ごみ袋の販売店への委託

が51万8,582円となっております。

以上で、歳出のほうの説明を終わります。

引き続き、歳入のほうの説明をさせていただきます。

実績報告書13ページ、決算書13ページをお開きください。
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12款 使用料及び手数料、1項 使用料、2目 衛生費使用料でございます。予算額 15

8万円に対しまして、決算額 144万円円、執行率91.1％。

1節 保健衛生使用料 144万円の収入でございます。こちら安行苑の使用料でございま

す。内訳につきましては、記載のとおりでございます。

つきましては、実績報告書の14ページ、決算書も14ページです。

12款 使用料及び手数料、2項 手数料、3目 衛生手数料でございます。予算額 843万

7,000円に対しまして、決算額 695万2,305円、執行率は82.4％でございます。

1節の保健衛生手数料 684万6,605円の収入、こちら一般廃棄物処理業及びし尿浄化槽清

掃業の許可に伴う手数料としまして、1万9,500円の収入。

また、ごみ処理手数料で682万7,105円の収入がございました。こちら昨年度と比較しま

して、170万円ほど減収しました。こちらは、平成25年度からごみ袋の販売単価を元に戻し

たことで、平成25年度につきましては、比較的初年度だということもありまして、大量に

購入されたと思われます。1年経過しまして、平成26年度はやや落ち着いてきたのかなとい

うことで、こちらは例年どおりの購入に収まってきたものというふうに考えております。

続きまして、実績報告書16ページ、決算書17ページございます。

14款 道支出金、2項 道補助金、2目 民生費補助金です。1節 社会福祉費補助金の2

番目、消費者行政活性化事業補助金で28万5,000の収入です。こちらは、表記のとおりの事

業でございまして、歳出でご説明しました特殊詐欺被害防止に向けた街頭啓発事業。こち

らで使用します啓発グッズを作成した経費に充当しております。こちらの本補助金につき

ましては、10分の10の補助金となっております。

続いて、実績報告書17ページ、決算書18ページでございます。

14款 道支出金、2項 道補助金、3目 衛生費補助金です。2節 環境衛生費補助金、北

海道海岸漂着物地域対策推進事業補助金で999万円の収入。こちらは、歳出でご説明しまし

た海岸漂着物回収処理事業に要した委託費全額を補助金として収入しています。こちらも

本補助金については、10分の10の補助となってございます。

続いて、実績報告書17ページ、決算書18ページです。

14款 道支出金、3項 道委託金、1目 総務費委託金。1節 総務費委託金の下から2番

目、道公害防止委託金 1万5,000円の収入。こちらは、騒音、振動、煤煙発生施設等の届

け出受理に係る権限委譲交付金となりまして、昨年度と同額の収入でございます。

続いて、実績報告書18ページ、決算書19ページ。

14款 道支出金、3項 道委託金、2目 衛生費委託金です。予算額 1万1,000円に対し

まして、決算額 2,300、執行率20.9％。

1節 保健衛生費委託金の浄化槽設置事業事務委託金としての2,300円の収入です。こち

ら浄化槽の設置届け出等の受理に関する権限委譲交付金となっております。

続いて、実績報告書20ページ、決算書23ページ。

19款 諸収入、4項 受託事業収入、1目 衛生費受託事業収入です。予算額 595万5,0

00円に対しまして、決算額 546万178円、執行率91.7％。

1節 安行苑使用受託収入でございます。こちらは、安行苑の年間維持運営経費にかかる

知内町の負担分でございます。

続いて、実績報告書21ページ、決算書24ページ。



- 32 -

19款 諸収入、5項 雑入、1目 雑入。4節の雑入で、町民課欄の1番目に雇用保険繰替

金 1万760円とございます。こちらは、安行苑臨時職員1名分の雇用保険本人負担分でござ

います。

もう一つ、次にあります不法投棄物買取収入、不法投棄でありましたバッテリーを処分

しましたところ、逆に買い取っていただいたということで、そちらの収入がこれでござい

ます。

以上、歳入の説明を終わります。

吉田委員長 歳出歳入の説明が終わりました。質疑を受けます。

新井田委員。

新井田委員 安行苑の知内町と当然いろいろやっているのですけれども、40ページの工事

請負費の中で356万ぐらい。これは、何か按分の知内町とのやり取りはあるのですか。その

辺ちょっと確認したいです。

吉田委員長 片桐主査。

片桐主査 資料がございますので、資料でご説明させていただきたいと思います。資料の

49ページをお開きいただきたいと思います。

こちら、4番の火葬場利用状況の下に運営事業費ということで1,161万7,399円、これが全

体でかかっています経費なのです。知内町と木古内町とこの運営経費について、人口割と

前年度の利用割、こちらで按分しております。この計算式がここに書いてございます。人

口割につきましては、人口が住基人口で概ね半分になりまして、50％と。利用割につきま

しては、こちらも計算をしますと木古内町のほうが多いのです。知内の負担が計算します

と44％になっています。こちらで計算をいたしました金額が546万178円となっておりまし

て、いま委員がおっしゃいました工事請負費につきましても、これはこの率によって計算

されております。

吉田委員長 ほかに。

鈴木委員。

鈴木委員 確認をさせてください。実績報告書の41ページでございました不法投棄の4万8,

280円、こちら廃棄物処分料となっておりますが、先ほどの報告書21ページで、バッテリー

で有価物で買い取っていただいたということですよね。そうしますとこちら、廃棄物処理

処分料という表現が適切なのか。若しくは、これは業者のかたの作業費ということの値段

でよろしいですか。

吉田委員長 片桐主査。

片桐主査 いま委員がおっしゃっているのは、役務費で計上されています4万8,280円のこ

とでしょうか。こちら通常の不法投棄なものですから、本来であればうちの衛生センター

のほうに持って行くのですけれども、こちら不法投棄のものが冷蔵庫・洗濯機・テレビ、

いわゆる通常引き受けられないものなのです。こちらはそういうものということなので、

函館のリサイクルのそういう業者がありまして、そちらのほうに納めたと言いますかそれ

の処分費ということになります。

吉田委員長 鈴木委員。

鈴木委員 そうしますと、処分という表現の中では函館の施設に移動した作業が処分とい

う表現をされているということですか。
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吉田委員長 片桐主査。

片桐主査 こちらのほうで、要は引き取った金額ということになります。引取料というこ

とです。冷蔵庫でいきますと2台、洗濯機3台、テレビが8台、タイヤが5本ありまして、そ

れを引き取ってもらったというそれにお金がかかりましたということです。

吉田委員長 ほか。

平野委員。

平野委員 質問の前にちょっと町民課全般の決算委員会の進め方についてちょっと申し添

えたいのですが、冒頭に委員長が言ったとおり、資料に基づいて説明をしていただきたい

という部分がこのように社会福祉も住民担当も含めて、正確な資料をせっかく用意してく

れているのに、資料の説明がなかった故に、おそらく大変担当のかたも早口で新人のかた

を含め、数字に目が付いていかなかったと思うのです。ですので、せっかくこのように年

度ごとに分析した資料を付けられているので、次回からきちんとこの資料に基づいた説明

も合わせてしていただきたいと思います。よろしくお願いします。これは、要望ですので

答えはいいです。

それと、ごみ袋の関係なのですけれども、資料でいきますと51ページになります。実績

報告書でいきますと40ページ、清掃費のごみ袋作成費なのですけれども、素朴な疑問なの

ですけれども。通常在庫がありまして、委託されている業者さんに買っていただいて、在

庫がおそらくある程度決められている数字になったら発注をして補充をするという形だと

思うのですけれども、今年度に限っては予算計上が297万1,000円に対して、ビッタリ一緒

なのですね。在庫を見ると25年度末が合計で3万1,500枚に対して、26年度末が9万5,000枚

と約3倍の在庫。この予算があるから在庫を増やそうという趣旨で買ったのかなというふう

に見受けられるのですが、その辺の見解についてお知らせください。

吉田委員長 片桐主査。

片桐主査 いまの平野委員のお尋ねでございますけれども、委員のおっしゃるとおりなの

です。これは、実は平成27年度からごみの作成に係る1枚単価が値上がりしました。予算委

員会の中でもそういう説明をさせていただいたのですけれども。いま平野委員がおっしゃ

るように、25年度の在庫枚数と27年度スタート時の在庫枚数が3倍近くになっているという

ところは、ただいまおっしゃいましたとおり、ある程度次年度に単価が変わる前に、いわ

ゆる単価が低い年度内3月中のうちに、大量にストックをしたということによるものです。

ですので、もちろん平成27年度今年度の執行につきましては、いまの在庫見合いに合わせ

て一定規模の枚数の購入ということになります。したがいまして、最終的に27年度につい

ては、ごみの作成費についてはある程度押さえられるという考えを持っています。以上で

す。

吉田委員長 ほか。

（「なし」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 ないようなので、住民グループの審査を終了します。お疲れ様でした。

次が準備できるまで、暫時、休憩をいたします。
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休憩 午後1時33分

再開 午後1時35分

吉田委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

引き続き、町民課の国保の審査に入ります。

佐藤（利）主査。

佐藤（利）主査 国保・後期・一般会計の順番で説明させていただきます。

町民課国保後期担当の佐藤です。よろしくお願いします。

決算書は国保と後期、それぞれ別々になっており、実績報告書は国保と後期が一緒にな

っておりますので、よろしくお願いいたします。

それでは、国民健康保険特別会計の歳出から説明させていただきます。

決算書12ページ、実績報告書6ページをお開きください。

吉田委員長 暫時、休憩をいたします。

休憩 午後1時43分

再開 午後1時43分

吉田委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

佐藤（利）主査。

佐藤（利）主査 決算書12ページ、実績報告書6ページになります。

1款 総務費は、全体で予算額 2,448万4,000円、支出済額 2,371万1,890円で、概ね予

算どおりの執行となっております。

1項 総務管理費、1目 一般管理費は、予算額 2,125万円、決算額 2,075万2,746円で、

執行率は97.7％でした。支出の主なものとしましては、職員2名分の人件費と委託料になっ

ております。前年と同様の支出内容になっておりますが、平成26年度につきましては、13

節 委託料、上から6番目の国保情報データベースシステム改修委託料 102万6,000円、上

から7番目の前期高齢受給者制度改正に伴うシステム改修委託料 174万4,200円を支出して

おります。

2目 連合会負担金は、決算額 68万9,744円で、執行率88.3％となっており、前年同様

となっております。

決算書13ページ、実績報告書7ページをお開きください。

2項 徴税費、1目 賦課徴収費、予算額 213万9,000円、決算額 205万7,090円で、執

行率は96.2％です。

主な支出内容は、賦課徴収に関する消耗品、郵便料、当初賦課の委託料、滞納整理機構

への負担金となっており、前年同様の支出となっております。

2目 納税奨励費は、予算額 13万6,000円、決算額 5万1,840円、執行率38.1％、納税

奨励に関するパンフレットの購入費となっており、前年同様の支出となっております。

3項・1目 運営協議会費は、決算額 5万9,070円、執行率77.7％で、国保運営協議会開

催のための費用となっており、前年同様となっております。

4項・1目 趣旨普及費、決算額 10万1,400円、執行率99.4％、各種制度普及のための郵
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便料となっており、前年同様となっております。

次に、決算書14ページから16ページ、実績報告書7ページから9ページになります。

2款 保険給付費は、全体で決算額 5億4,891万4,000円、支出済額 4億7,089万5,015円

となっております。

保険給付費に対する被保険者数の推移は説明資料53ページ、国保の給付内訳につきまし

ては説明資料の56ページに詳細を記載しておりますので、ご参照いただきたいと思います。

保険給付費の合計は前年度と比較しまして、全被保険者で469万301円減少しております。

吉田委員長 暫時、休憩をいたします。

休憩 午後1時47分

再開 午後1時47分

吉田委員長 それでは、休憩を解き、会議を再開いたします。

引き続き、お願いします。

佐藤（利）主査。

佐藤（利）主査 決算書15ページ、実績報告書8ページです。

3項 出産育児諸費は5件で210万円、4項 葬祭諸費は8件で24万円の支出となっておりま

す。

決算書16ページ、実績報告書9ページです。

5項 移送費については支出はありませんでした。

3款 後期高齢者支援金等は事務費拠出金と合わせて、予算額 7,798万7,000円、決算額

7,798万5,889円、執行率99.9％。

4款 前期高齢者納付金等は事務費拠出金と合わせて、予算額 6万円、決算額 5万7,9

90円、執行率96.7％となっております。

決算書17ページになります。

5款 老人保健拠出金は、事務費のみの支出で、予算額 5,000円、決算額 4,053円、執

行率81.1％となっております。

6款 介護納付金は、予算額 3,769万3,000円、決算額 3,765万550円、執行率99.9％と

なっております。

実績報告書9ページから10ページになります。

7款 共同事業拠出金は、全体で8,493万2,575円の支出で、執行率99.9％となっておりま

す。

決算書18ページになります。

8款 保健事業費は全体で予算額 3,974万1,000円、決算額 3,834万3,208円、執行率は

96.5％で、概ね予算どおりの執行となっております。

1項・1目 特定健康診査等事業費については、40歳以上の被保険者全員を対象とした健

診事業で、26年度は365名が受診し、執行率は84.8％となっております。前年と比較して、

58万7,514円減となっております。主な要因は、平成26年度につきまして、18節の備品購入

費の計上がなかったため減となっており、そのほかにつきましては前年同様となっており

ます。
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次に、決算書19から20ページ、実績報告書は11から12ページとなります。

2項 保健事業費、1目 疾病予防費です。予算額 200万3,000円、決算額 173万8,012

円、執行率86.8％です。内容は、国民健康保険被保険者の保健事業に係るもので、前年と

同様の支出内容になっております。

事業内容は、健康優良家庭表彰・パークゴルフ大会・高齢者スポーツ大会・インフルエ

ンザワクチン接種・脳ドック検診・医療費適正化事業に係る医療費通知の実施となってお

ります。詳細は、説明資料の55ページに記載されておりますので、ご参照をお願いいたし

ます。

3項 特別総合保健施設事業費、1目 保健指導事業費ですが、健康管理センターの運営に

あたる人件費が主なもので、決算額 2,774万5,643円で、99.4％の執行率となっておりま

す。人件費につきましては、平成25年度までは職員2名分の支出でしたが、平成26年度から

保健師1名分も国保会計から支出しておりますので、昨年と比較して人件費1名分が増とな

っております。また、13節 委託料につきましては、平成26年度に健康管理システムを更

新しており、更新初年度の保守管理が発生しないため前年度と比較して減になっておりま

す。

決算書20ページ、実績報告書12ページとなります。

2目 施設管理費は、健康管理センターの維持管理費等になります。予算額 559万4,00

0円に対し、決算額 526万2,362円、執行率94.1％となっており、7節 賃金から14節 使

用料及び賃借料につきましては、前年同様の支出となっております。

9款 公債費は執行なし、10款 諸支出金、1項 償還金及び還付加算金、1目 一般被保

険者保険税還付金 3万6,228円の支出となっております。2目 退職被保険者等保険税還付

金の支出はありませんでした。

決算書は21ページとなります。

3目 償還金、予算額 2,203万7,000円、決算額 2,003万6,915円、執行率90.9％です。

これは、各補助金、負担金の確定に伴う返還金となっており、内容につきましては、実績

報告書記載のとおりとなっております。

実績報告書13ページになります。

4目 一般被保険者還付加算金から2項・1目 延滞金については、執行はありませんでし

た。

3項 繰出金は、特別調整交付金で受けた直診分 1,231万4,000円を国保病院会計へ繰り

出しております。11款 予備費の執行はございません。

歳出の説明は以上となっております。

吉田委員長 歳入の説明を引き続き、お願いします。

佐藤（利）主査。

佐藤（利）主査 歳入について、ご説明させていただきます。

決算書6ページ、実績報告書1ページをお開きください。

1款・1項 国民健康保険税、1目 一般被保険者国民健康保険税、予算額 1億3,384万9,

000円、決算額 1億1,988万3,383円、調定額 2億576万8,639円、執行率89.6％、収入率5

8.3％となっております。

実績報告書2ページになります。
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2目 退職被保険者等国民健康保険税、予算額 1,047万7,000円、決算額 11,873,106円、

調定額 1,488万7,192円、執行率113.3％、収入率79.8％となっております。詳細は、税務

課の説明資料30ページに記載されておりますので、ご参照お願いいたします。

決算書7ページ、実績報告書3ページです。

2款 使用料及び手数料、1項 手数料、1目 督促手数料、1節 保険税督促手数料は、

決算額 10万6,850円となっております。

3款 国庫支出金、1項 国庫負担金、1目 療養給付費等負担金は、決算額 1億3,888万

3,635円となっております。

2目 高額医療費共同事業負担金は、決算額 425万285円で、歳出の高額医療費拠出金の

4分の1が交付されております。

3目 特定健康診査等負担金は、102万2,000円が交付されております。

2項 国庫補助金、1目 財政調整交付金は、決算額が6,882万5,000円となっております。

財政調整交付金の詳細につきましては、説明資料54ページに昨年度と比較し記載してお

りますので、ご参照願います。

決算書8ページになります。

4款 療養給付費交付金は、決算額 5,171万1,107円で、退職者医療の給付に充てられる

ものとなっております。

5款 前期高齢者交付金は、決算額 1億8,373万4,404円となっております。これは、65

歳から74歳までの前期高齢者の医療費分として、当該年度の概算分と前々年度の精算分が

交付されるものです。

6款 道支出金、1項 道負担金、1目 高額医療費共同事業負担金は、決算額 425万28

5円、2目 特定健康診査等負担金は、決算額 102万2,000円となっております。

決算書9ページ、実績報告書4ページとなります。

2項 道補助金、1目 道調整交付金は、決算額 4,470万3,000円となっております。詳

細については、説明資料の54ページに記載しておりますので、ご参照ください。

7款・1項 共同事業交付金、1目 高額医療費共同事業交付金は、決算額 1,442万4,96

5円、2目 保険財政共同安定化事業交付金は5,860万6,875円となっております。

8款 繰入金、1項 一般会計繰入金、1目 保険基盤安定繰入金、決算額 3,280万4,32

8円、2目 一般会計繰入金は、決算額 4,919万7,000円となっております。説明資料54ペ

ージに前年度と比較記載しておりますので、ご参照願います。

決算書10ページです。

9款 繰越金は、決算額 1億2,318万316円となっております。

10款 諸収入、1項 延滞金加算金及び過料、1目 一般被保険者延滞金は、決算額 28

万200円となっております。2目 退職被保険者等延滞金から5目 過料については、収入は

ありませんでした。

実績報告書5ページになります。

2項 預金利子についても収入はありませんでした。

決算書11ページです。

3項 雑入、1目 一般被保険者第三者納付金、2目 退職被保険者等第三者納付金につい

ては、収入はありませんでした。
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3目 一般被保険者返納金は、決算額 3万6,407円となっております。

4目 退職被保険者等返納金については、収入はありませんでした。

5目 雑入は、超高額医療費共同事業交付金が7万4,776円、平成25年度滞納整理機構余剰

還付金が15万2,037円の合計22万6,813円の収入となっております。

歳入合計 8億8,402万1,959円から歳出合計 7億7,397万8,313円を差し引いた差引額

1億1,004万3,646円が27年度へ繰越しとなりますが、前年度と比較しまして1,313万6,670円

減となっております。国保分は以上です。

吉田委員長 国保特別会計の説明が終わりました。質疑を受けます。

平野委員。

平野委員 冒頭にも吉田委員長から言ってもらったと思うのですけれども、我々委員も今

回一番最初に監査の際に、未収の部分だったり不納欠損の部分で、各担当課に詳しく聞い

て内容を質問するという話もあったとおり、今回も例えば資料の30ページの国保税の収入

率等を含めた歳入の31ページ・32ページ、この全体のやはり説明をしていただいて年度ご

と、今年度平成26年度はどうだったのだという説明をもう少し詳しくしていただけないで

しょうか、資料に基づいて。皆さん、いまの説明で大丈夫ですか。事前に見ていると思い

ますけれども、見てきた中でもさらに30ページの説明とかやはり見解も含めてしてもらっ

て、そのあとに質問のほうがいいと思うのですけれども。

吉田委員長 高橋課長。

高橋税務課長 まず、29ページから30ページにかけて一般会計のほうでも関連はあるので

すが、取りあえず国保会計分ということで説明をさせていただきます。

29ページから30ページにかけた表につきましては、それぞれの税目ごとに過去5年間の収

納状況を記載をしております。いまの国保税分につきましては、30ページになります。先

ほど佐藤のほうから説明をさせていただきまして、国保税の場合一般分と退職分というこ

とで分かれていまして、その合計が国保税計ということで、現年分・過年分の状況を記載

をしております。国保税の計の現年度課税分、これが要は一般分・退職分を合わせた現年

分の収納率ということになります。下のほうに滞納繰越分ということであると思いますが、

それが滞納分の収納率ということになります。国保税の現年分につきましては、25年度と

比較させていただきますが、26年につきましては91.7％ということで、対前年0.8％の現年

分は伸びとなっております。

それから、滞納繰越分につきましては26年度が11.8％ということで、対前年0.3％の伸び

ということになっております。町税合計については、後ほど一般会計のほうで再度詳しい

説明をさせていただきたいと思います。

それから33ページ、順を追って説明をさせていただきますと、31ページでは収納納税別

収納方法ということで、それぞれの税目ごとにどういう形で収納されているかということ

でして、それぞれの年金から引いたり納税組合で納めたりというようなことで、それぞれ

表のとおり入ってきているということになります。

国保税につきましては、総額で1億2,131万1,000円の納税額ということになっております。

続きまして、滞納整理機構の収納状況ということで、これは32ページになります。延べ

件数で、22件ということになっております。26年度機構の分に入れさせた人数につきまし

ては10名ということで、1人のかたで税二つ三つ滞納されているかたもおりますので、延べ
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でいくと22名ということになります。そのうち、国保税の移管額が693万5,874円の収納額

が199万4,871円ということで、収納率につきましては28.8％というような収納状況となっ

ております。

続きまして、33ページになります。

33ページは、不納欠損処分をした一覧ということで、34ページからそれぞれ個人名は載

せておりませんが、個々にどういう形で何年度で不納欠損をしたかというようなことで資

料を付けさせていただいています。不納欠損をする理由としましては、根拠法令 地方税

法を表の下のほうに記載をしておりますが、滞納処分をする財産がない時、またはするこ

とによって生活が窮迫するおそれがある時、または所在等が不明である時ということで、

滞納処分できる理由になっております。

国保税の場合、その理由に該当されて滞納処分をした件数が48件ということで、合わせ

まして551万7,550円になっております。これは、対前年と比較しますと対前年が508万5,8

77円、これはちょっと記載はしておりませんが。前の年と比較すると43万1,673円の不納欠

損額の増というようなことになっております。あくまでもこの不納欠損につきましては、

税法に基づいて随時財産調査等をさせていただいて、最終的に不納欠損をさせていただい

たというようなことでございます。以上です。

吉田委員長 ほか。

佐藤（利）主査。

佐藤（利）主査 国保分の説明資料について、町民課の53ページの被保険者数の推移につい

てご説明をさせていただきます。

国民健康保険世帯数と被保険者数の推移というページなのですけれども、平成20年度末

から平成26年度末までの分を載せているものなのですが、世帯数・人口が減っていること

によって、国保の被保険者数も年々減ってきております。年約100人近く減ってきている状

況になっています。

54ページをお開き願います。

国民健康保険財政調整交付金及び一般会計繰入金内訳という部分で、左上にありますと

ころの国庫支出金の財政調整交付金内訳、前年度と比較しまして普通調整交付金が292万7,

000円、保健事業分が前年と比較しまして358万2,000円、制度改正システム改修等分108万

円、国保事業報告システム分100万円、制度改正財政負担増分で66万4,000円、前年と比較

して増になっております。

普通調整交付金で増になったのは、前年と比較しまして調整対象需要額と調整対象収入

額の差が昨年より多かったということと、保健事業分の増は保健師1名分が国保会計で見る

ようになったことによっての増となっております。

制度改正システム改修分と国保事業報告システム分、制度改正財政負担増分については、

歳出の総務費の一般管理費から支出されております国保情報データーベースシステム改修

委託料分と、前期高齢受給者制度改正に伴うシステム改修委託料分で増になっております。

右の道支出金の財政調整交付金の内訳についてですが、これについても普通調整交付金

は国庫と同じように、調整対象需要額と調整対象収入額の差が前年よりこちらは少なかっ

たため減となっております。国保直診施設整備分で231万円減となっております。

保健事業全額で195万7,000円増になっておりますのは、これは保健師分で増になってお
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ります。収納率の確保・向上で200万円多くなっておりますのは、これは前年度の現年度収

入率が北海道国民健康保険広域化と支援方針の目標収納率以上であったため、調整基準額

4の200万円を交付されたものです。

応益保険料の基盤整備分は160万円増となっております。

特定健診等受診率については、受診率が目標に達しなく10ポイント以上控除しなかった

ため、今回は72万円減となっております。以上です。

吉田委員長 説明が終わりました。

質疑を受けます。ありませんか。

福嶋委員。

福嶋委員 現在、現年の収納率の率によって交付税の減額制度がまだ維持しているかどう

か。昔は、94％を割ると5％マイナス、90％を割ると10％マイナス、そういう制度があった

のですけれども、最近はその制度はまだ残っているのかどうかちょっとお聞きします。

吉田委員長 佐藤（利）主査。

佐藤（利）主査 平成22年度から北海道として広域方針が策定されたため、このペナルティ

の収納率の何パーセント以上というのはなくなりました。

吉田委員長 福嶋委員。

福嶋委員 ことしから人件費が保健師の1名分が国保会計に移ったと。そのメリットがいま

メリットというかその分がこれに加味されて、道の財政調整交付金に入ってきた。それで、

いままでそういう制度をとってこなくて、ほかの一般会計で扱っていたと。その成果とい

うか、そうであれば例えばもしいいのであれば2人でも3人・4人いるうち、その率は何人で

もいいというわけにはいかないだろうけれども、やったことによってメリットというか十

分発揮されているというふうに思われますか。その辺をちょっとお知らせください。

吉田委員長 吉田課長。

吉田町民課長 今回、保健師の人件費分を国保会計のほうで1人分持つということにつきま

しては、特別総合保険施設事業の補助が国の補助の木古内町で受けられる1,400万円の上限

まで、実際にここの施設の経費がかかっていないということで、保健師の人件費を振り替

えたという形になっていますので。実質のところは、業務的には変わっていないというの

が現実でありまして、その部分の交付金をいただけるようになったということであります。

吉田町民課長 ほか。

相澤委員。

相澤委員 相澤です。よろしくお願いします。

ちょっと明細書と説明書の中で、数字が合わないのがあるように見えるので確認をした

いのですが。説明書の55ページの件なのですが、保健事業実施状況のまず1番上の健康家庭

表彰、これで7万円。それから、一つ飛んで3番目にパークゴルフ大会の分、それから4番目

の高齢者スポーツ大会、一応一通り探して見たのですが、健康家庭表彰に関してはこちら

にあります11ページにありました。だけれども何か金額が違っているみたいなのです。そ

れから、パークゴルフ大会と4番目の高齢者スポーツ大会、これの金額も何か合わないよう

な気がするのですが、その辺ちょっと確認をさせてください。

吉田委員長 相澤委員、いまの11ページのは何のやつですか。資料なのか決算書なのか、

実績書なのか。実績書の11ページですね。
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答弁調整のため、暫時、休憩をいたします。

休憩 午後2時14分

再開 午後2時20分

吉田委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

佐藤（利）主査。

佐藤（利）主査 先ほど質問がありました保健事業実施状況の55ページの1の健康家庭表彰の

分につきましては、実績報告書の11ページの疾病予防費の8節の報償費の健康家庭表彰記念

品の中で、7万7,220円となっておりますが、この7,220円分というのが賞状と額の分でして、

記念品については7万円で、説明資料のほうには7万円と載せております。

3番のパークゴルフ大会につきましては、8節の報償費 被保険者健康づくり事業の内に

パークゴルフ大会と高齢者スポーツ大会分が含まれておりまして、パークゴルフ大会の分

で3万円、高齢者スポーツ大会の分で5万円、11節の需用費の被保険者健康づくり事業のう

ち、パークゴルフ大会で7万852円を支出しております。需用費被保険者健康づくり事業の

7万852円と報償費のパークゴルフ大会の3万円を足したもので、10万852円となっておりま

す。

吉田委員長 相澤委員。

相澤委員 私のほう素人なものですから、この説明書のほうにその旨、次回からちょっと

入れてもらえればよくわかるかと思うのですけれども、よろしくお願いします。

吉田委員長 いまの答弁内容なのですけれども、7万円の部分ありますよね。これ一緒にし

たらやはりまずいのですか。

吉田課長。

吉田町民課長 いろいろと申し訳ありません。この資料の書き方として1番の健康家庭表彰

の部分の3年間無受診が4世帯で、単価が1万円×4世帯と、同じように7年間無受診が3万円

×1世帯ということで、この合計の7万円だけを記載させていただいておりましたけれども、

次年度からそれにかかる部分ということでの消耗品費も合わせて記載するようにいたした

いと思います。よろしくお願いします。

吉田委員長 そのほうがわかりやすいです。お願いいたします。

ほか。

（「なし」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 ないようなので、次に後期高齢者特別会計の説明に移ります。

佐藤（利）主査。

佐藤（利）主査 後期高齢者医療特別会計について、歳出より説明させていただきます。

後期高齢者の決算書7ページ、先ほど使っておりました実績報告書の後期の部分の3ペー

ジをお開きください。

1款 総務費、1項 総務管理費、1目 一般管理費、予算額 23万4,000円に対し、決算

額 20万9,784円、89.7％の執行率となっております。

9節 旅費、11節 需用費、12節 役務費につきましては、前年度とほぼ同様の支出とな

っております。
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2項・1目 徴収費は、予算額 53万5,000円に対し、決算額 51万9,005円、執行率97％

となっております。主なものといたしまして、納付書の作成委託料・年次更新業務委託料

となっており、前年と同様の支出となっております。

決算書7ページから8ページになります。

2款・1項 保健事業費、1目 疾病予防費、予算額 257万8,000円、決算額 216万1,15

2円、執行率83.8％となっております。主な支出はインフルエンザワクチンの購入費用と健

診委託料となっており、前年と同様の支出となっております。

実績報告書4ページをお開きください。

3款・1項・1目 後期高齢者医療広域連合納付金は、予算額 1億5,549万円に対し、決算

額 1億5,470万9,612円で、99.5％の執行率となっております。主に療養給付費負担金分が

減になったことにより、前年と比較しまして2,565万7,381円減となっております。

4款 諸支出金、1項 償還金及び還付加算金、1目 保険料還付金は、決算額 19万4,5

00円で、執行率は16.2％、2目 保険料加算金は、決算額 2万6,800円で、執行率99.3％と

なっております。5款 予備費の執行はありませんでした。

歳出の説明は以上です。

吉田委員長 歳入に入ってください。

佐藤（利）主査。

佐藤（利）主査 続いて、歳入についてご説明いたします。

決算書4ページ、実績報告書1ページをお開きください。

1款・1項 後期高齢者医療保険料、1目 特別徴収保険料、予算額 3,482万3,000円、決

算額、調定額ともに3,462万8,400円、執行率99.4％、収入率100％です。

2目 普通徴収保険料、現年度分、過年度分合計で予算額 1,658万円、決算額 1,304万

7,200円、調定額 1,346万9,900円、執行率78.7％、収入率96.9％です。うち、現年度分収

入率98.7％、過年度分収入率2.3％となっております。

2款 使用料及び手数料、1項 手数料、1目 督促手数料は、予算額 1万2,000円、収入

済額 5,800円となっております。

3款 広域連合支出金、1項・1目 広域連合補助金は、決算額 40万円で､内容は後期高

齢者医療の加入者に対するインフルエンザの予防接種に対する補助金になっております。

決算書5ページをお開きください。

4款 繰入金、1項 一般会計繰入金、1目 事務費繰入金は、決算額 355万3,000円、

2目 保険基盤安定繰入金は、決算額 2,806万1,237円となっております。

3目 療養給付費負担金繰入金は、決算額 7,429万8,175円となっております。

実績報告書2ページとなります。

5款・1項・1目 繰越金は、決算額 274万5,651円となっております。

決算書の5ページから6ページです。

6款 諸収入、1項 延滞金及び過料、及び2項 預金利子については、収入はありません

でした。

3項・1目 受託事業収入、1節 健康診査等受託事業収入は、決算額 101万7,540円とな

っております。これは、北海道後期高齢者広域連合からの健康診査実施にかかる受託事業

収入となっております。
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4項・1目 雑入は、決算額 22万400円となっております。北海道後期高齢者広域連合か

らの保険料精算分の還付金となっています。

歳入合計 1億5,797万7,403円、歳出合計 1億5,782万853円で、差引額 15万6,550円が

27年度へ繰越しとなります。以上です。

吉田委員長 後期高齢者特別会計の歳出歳入の説明が終わりました。

質疑を受けます。

（「なし」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 ないようなので、次に移ります。

佐藤（利）主査。

佐藤（利）主査 関係する一般会計分を説明させていただきます。

一般会計の決算書35ページ、実績報告書32ページをお開きください。

3款 民生費、1項 社会福祉費、1目 社会福祉総務費、28節 繰出金 8,200万1,328円

を国民健康保険特別会計に繰り出しております。

繰出金の内訳につきましては、国民健康保険特別会計の繰入金と同様となっております。

決算書39ページ、実績報告書36ページです。

11目 後期高齢者医療費、28節 繰出金は、後期高齢者医療特別会計への繰出金で、予

算額、決算額ともに1おく591万2,412円で、執行率100％となっております。

実績報告書37ページです。

12目 老人医療費は執行がありませんでした。

歳出は以上です。

吉田委員長 歳入も入ってください。

佐藤（利）主査。

佐藤（利）主査 歳入について、ご説明いたします。

一般会計の決算書14ページ、実績報告書14ページをお開き願います。

13款 国庫支出金、1項 国庫負担金、1目 民生費負担金、3節 国民健康保険事業負担

金 308万3,256円となっております。これは、保険基盤安定制度保険者支援分の基準額の

2分の1を国が市町村に対し支援するものです。

決算書16ページ、実績報告書16ページです。

14款 道支出金、1項 道負担金、1目 民生費負担金、3節 国民健康保険事業負担金

決算額は2,151万9,989円です。これは、国民健康保険税の低所得者に対する保険税軽減分

の基準額の4分の3と、保険者支援分の基準額の4分の1を道が支援するものです。

4節 後期高齢者医療負担金 決算額 2,104万5,927円となっております。

これも後期高齢者保険料の低所得者に対する保険税軽減分の基準額の4分の3を道が負担

するものとなっております。

一般会計歳入は以上です。

吉田委員長 一般会計の歳出歳入の説明が終わりました。

質疑を受けます。

（「なし」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 それでは、町民課の審査を終了いたします。

次の税務課が準備できるまで、暫時、休憩をいたします。



- 44 -

休憩 午後2時36分

再開 午後2時40分

（3）税務課

吉田委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

それでは、税務課の審査に入りたいと思います。担当課長より説明員の紹介並びに平成

26年度の決算の中で、特質した内容や事業概要についてございましたらお願いいたします。

高橋課長。

高橋税務課長 まず最初に、説明員の紹介をさせていただきます。私の右隣が主査をして

おります税務グループの山下です。それから端が、佐藤主事です。説明員につきましては、

以上です。

税務課の決算概要につきまして、私のほうから説明をさせていただきます。

町財政の自主財源の中心である町税の税収確保のため、平成26年度につきましても収納

率の向上に努めてきたところであります。

滞納者への納税相談をはじめ、預貯金・所得税の差押え等を実施をしております。

このことによりまして、現年度の収納率につきましては、固定資産税を除く他の税では

前年度の収納率を上回ることができました。

また、滞納繰越分につきましても、法人町民税・軽自動車税を除き、対前年を上回る結

果となっております。

国民健康保税を含めた現年度分・滞納繰越分とも両方とも対前年0.5％を上回り、現年度

分・滞納繰越分を含めた全体としても、若干前年度を上回った収納率となっております。

私のほうから資料の説明をさせていただきますが、先ほど国保税の関係で説明をさせて

いただきましたが、一般会計の分について29ページ・30ページにかけて若干説明をさせて

いただきたいと思います。29ページにつきましては、これが一般会計分の町税の収入状況

ということになります。個人町民税が今年度の26年度の収入額に占める割合で、だいたい

32％収納されている状況になります。おおよそですが、だいたい32％です。それから、法

人町民税につきましては、26年度の収納状況の約9％が法人税として入っております。それ

から、固定資産税につきましてはだいたい43％、町たばこ税につきましてはおおよそ12％、

そのような割合となっております。一番下の一般税計ということで、これがそれぞれの税

目を合わせた現年度分の収納状況ということになります。それが、97.2ということで、前

年より0.2％ほど上回っております。それから、滞納繰越分につきましては26年度13.5％と

いうことで、前年度12.9％ということで、0.6％ほど上回っております。全体にしますと、

前年度と同率というようなことになっております。

町税全体を合わせた国保税も含めた収納率ですが、それが30ページに記載をしておりま

す。一番下の町税合計ということになりますが、これが国民健康保険税一般会計分の収納

率のそれぞれの収納率ということになりまして、先ほど申し上げましたが現年度分につき

ましては0.5％、滞納繰越分につきまして0.5％の上昇ということになっています。合計に

つきましては、77.7％ということで、0.1％の増ということになっております。
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なお、詳細につきましては、山下主査より説明をさせますので、よろしくお願いいたし

ます。

吉田委員長 それでは早速、審査に入ります。

説明については、決算の中で不用額として大きいものや、前年度の相違のあるものを主

として行ってください。スピーディーな審査を行うために、経常経費について説明は省略

していただいてもよろしいです。なお、資料が提出されている場合は、決算書並びに決算

実績書と重複しないよう資料を有効に活用して説明していただければ幸いだと思います。

あと、説明資料何ページ、決算書・実績書のページ数を言った時に、ちょっと合間を空け

ていただければわかりやすいので、よろしくお願いいたします。

それでは、よろしくお願いいたします。山下主査。

山下主査 4月から税務担当となりました、山下です。どうぞよろしくお願いいたします。

それでは、私のほうから税務所管分の決算について、ご説明申し上げます。

それでは、歳出から説明させていただきます。決算書31ページ、決算実績報告書29ペー

ジをお開きください。

2款 総務費、2項 徴税費、1目 税務総務費で、予算額 444万9,000円に対しまして、

決算額 425万6,375円で、執行率は95.7％となっております。

このうち前年度と比べまして、増減にあったものについてでございますが、14節 使用

料及び賃借料でアプリケーションサービスプロバイダサービス使用料として92万160円の

支出をしており、前年度と比較しますと26万円ほど増額となっておりますが、これは平成

26年度から電子申告等の受理システムの使用料が発生したことによるものとなっておりま

す。

19節 負担金補助及び交付金につきましては、納税貯蓄組合補助金以下記載のとおりと

なっております。前年度と比較しますと、納税貯蓄組合連合会補助金が20万円ほど増とな

っておりますが、これは昨年8月に納税貯蓄組合連合会が設立60周年を迎えたことから、

記念事業を実施したことによるものです。

続きまして、2目 賦課徴収費の説明に入らせていただきます。

予算額 259万6,000円に対しまして、決算額 242万5,849円で、執行率は93.4％となっ

ております。

このうち13節 委託料につきましては、各税の賦課業務に関する委託料となっており、

前年度と比較しますと237万円ほど減額となっております。これは、3年に一度実施してい

る固定資産標準宅地鑑定評価業務委託が平成26年度はありませんでしたので、その分の減

となっております。

続きまして、決算書64ページ、実績報告書60ページをお開きください。

13款 諸支出金、1項 還付金、1目 過誤納還付金、23節 償還金利子及び割引料のう

ち、税務所管分につきましては、町税等還付金で内訳は記載のとおりとなっており、合計

で19件、64万5,392円となっております。

歳出の説明は以上となっております。

吉田委員長 歳入も入ってください。

山下主査。

山下主査 それでは、歳入のほうに説明を入らせていただきます。
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決算書8ページ、実績報告書10ページをお開きください。

1款・1項・1目 個人町民税、1節 現年課税分、調定額 1億3,681万2,839円に対しま

して、収入済額 1億3,242万9,318円、収入未済額 438万3,521円で、収入率は96.8％と

なっております。

個人町民税現年課税分・滞納繰越分、合わせまして予算額 1億3,974万6,000円に対し

まして、決算額 1億3,789万979円、調定額 1億6,801万283円、執行率98.7％、収入率は

82.1％となっております。

2目 法人町民税、1節 現年課税分、調定額 4,129万7,200円に対しまして、収入済額

4,120万7,200円、収入未済額 9万円、収入率は99.8％となっております。

2節 滞納繰越分、調定額 144万9,100円に対しまして、収入済額 24万円、不納欠損

額はありませんでした。収入未済額 120万9,100円、収入率は16.6％となっております。

法人町民税現年課税分・滞納繰越分、合わせまして予算額 3,704万6,000円に対しまし

て、決算額 4,144万7,200円、調定額は4,274万6,300円、執行率111.9％、収入率は97％

となっております。

続きまして、2項・1目 固定資産税、1節 現年課税分、調定額 1億9,173万1,800円と

なっており、課税区分の内訳は記載のとおりとなっております。

収入済額 1億8,437万5,496円、収入未済額 735万6,304円、収入率は96.2％となって

おります。

2節 滞納繰越分、調定額 3,789万2,722円に対しまして、収入済額 389万6,491円、

不納欠損額 160万800円、収入未済額 3,239万5,431円、収入率は10.3％となっておりま

す。

固定資産税現年課税分・滞納繰越分、合わせて予算額 1億9,148万5,000円に対しまし

て、決算額 1億8,827万1,987円、調定額 2億2,962万4,522円、執行率は98.3％、収入率

は82％となっております。

2目 国有資産等所在市町村交付金につきましては、内訳は記載のとおりとなっており、

調定額、収入額ともに517万6,700円で、執行率及び収入率は100％となっております。

続きまして、決算書は9ページ、実績報告書は11ページをお開きください。

3項・1目 軽自動車税、1節 現年度課税分、調定額は789万6,100円で、課税車両の内

訳は記載のとおりです。収入済額は763万2,900円、収入未済額 26万3,200円、収入率は9

6.7％となっております。

2節 滞納繰越分、調定額 143万9,110円に対しまして、収入済額 12万7,300円、不納

欠損額 12万7,000円、収入未済額 118万4,810円、収入率は8.8％となっております。

軽自動車税現年課税分・滞納繰越分、合わせて予算額 811万9,000円に対しまして、決

算額は776万200円、調定額 933万5,210円で、執行率95.6％、収入率は83.1％となってお

ります。

4項・1目 町たばこ税につきましては、予算額 5,681万2,000円に対しまして、決算額、

調定額ともに5,602万6,864円となっており、執行率98.6％、収入率は100％となっており

ます。

5項・1目 入湯税につきましては、予算額 66万円に対しまして、決算額、調定額とも

に66万750円、執行率100.1％、収入率は100％となっております。
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町税の収入状況の推移につきましては、説明資料の29ページに過去5年間の税目別の収

納率を掲載しております。

収納率につきましては、先ほど課長からの概要説明の際にも触れておりましたが、現年

課税分、滞納繰越分ともに、若干前年度を上回った収納率となっております。

なお、説明資料の31ページには納税方法別の収納状況、32ページには滞納整理機構の

今後は、一層滞納者の個々の事情に応じた効果的な滞納整理を検討しながら、町道民税

等に関しましても振興局の直接徴収制度なども活用し、税収確保に努めたいと考えており

ます。

なお、説明資料の31ページには納税方法別の収納状況、32ページには滞納整理機構収納

状況、33ページから39ページには不納欠損処分について掲載しております。

不納欠損処分につきまして、平成26年度につきましては前年度と比較しますと、町道民

税につきましては21万円ほどの増、国保税につきましては27万円ほどの増となっており、

軽自動車税については1,400円ほど増えている状況となっております。

1款の町税については、以上となっております。

続きまして、決算書、実績報告書ともに13ページをお開きください。

12款 使用料及び手数料、2項 手数料、1目 総務手数料のうち、税務課分についてご

説明させていただきます。

総務手数料のうち税務証明手数料ですが、所得証明書等の交付手数料で、821件の34万9,

800円となっております。町税督促手数料は1,695件で、16万9,450円となっております。

続きまして、決算書18ページ、実績報告書17ページをお開き願います。

14款 道支出金、3項 道委託金、1目 総務費委託金、2節 徴税費委託金につきまし

ては、道民税徴収取扱費の賦課件数割、課税者1人につき3,000円が交付することとなって

おり、1,957人分で587万1,000円、同じく徴収割については滞納分の収納があった場合に

一定率交付されるもので、こちらが156,241円、合計で602万7,241円となっております。

続きまして、決算書22ページ、実績報告書20ページをお開きください。

19款 諸収入、1項 延滞金加算金及び過料、1目・1節 延滞金は29万円となっており

ます。

続いて、決算書24ページ、実績報告書はそのまま20ページでお願いいたします。

5項・1目・4節 雑入の税務所管分としましては、土地精通者意見価格調書作成手数料

1万3,200円となっております。これは、税務署から町内の土地の評価額等について照会さ

れた22件ほどの調査の回答に対する収入となっております。

以上で、歳入の説明を終わらせていただきます。よろしくお願いします。

吉田委員長 税務課総務費の歳出歳入の説明が終わりました。

質疑を受けます。質疑ございませんか。

新井田委員。

新井田委員 決算の状況に関しては概ねちょっといいのですけれども、やはりいつでもそ

うなのだけれども、不納の部分ですよね。当初、監査のほうからも説明は受けているので

すけれども、この中で全体で結構なのですけれども、やはりいろいろ徴収活動にあたって、

中にはやはりちょっとどう見てもおかしいと言えば変ですけれども、悪徳なそういう状況

もないわけでもないのかなというような気もするのですけれども、その辺の状況について
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ちょっと何かあったら確認をしたいのですけれども、どうでしょうか。

吉田委員長 高橋課長。

高橋税務課長 不納欠損は最後の手段になりまして、それまでにまず必ずそのかたの財産

調査をさせていただきまして、まず収入があるのか、あとは不動産等をお持ちなのか。そ

ういういろんな角度で財産調査をしまして、そのかたがもういまの状況からいくと、資料

の33ページにも記載しておりますが、その理由としては滞納処分する財産がなかったり、

またそういう生活が窮迫するおそれがあるというようなかたが、当然滞納処分として処理

させていただいているかたということになりますので、それまでにきちんとした形で随時

調査をさせていただいてということになりますので、そういうことで今回処理させていた

だいているかたにつきましては、そのような理由で処理をさせていただいているというこ

とになります。

吉田委員長 新井田委員。

新井田委員 資料の中では理解はできるのですけれども、ただもう一つ。これも全体をと

おしてなのですけれども、やはり増えている部分ありますよね。そういう部分というのは

どんな分析をされているのか、どんな要因があるのか。また、それに対してどういう対策

を取っていくのか、その辺ちょっとお聞かせください。

吉田委員長 高橋課長。

高橋税務課長 増えている部分の要因等ということなのですけれども、26年度でまず差し

押さえをさせていただいた件数をまず述べさせていただきますが、国税・道税、それに預

貯金を合わせまして、74人のかたの差し押さえをさせていただいています。金額にしまし

て164万627円の金額を差し押さえをさせていただいて、税のほうに入れさせていただいて

いるわけなのですが、この差し押さえをする場合にも地方税法で徴収権が消滅しているか

たにつきましては、税法上採れないというかたも中におりますので、あくまでも税法に乗

っかった形で差し押さえをさせていただくと、中には年度によっては不納欠損しなければ

ならないかたもおりますので、そういうかたも含めて差し押さえをする場合には、そうい

う差し押さえ、さらには先ほどの理由によって、今回の不納欠損になっているということ

でございます。

吉田委員長 新井田委員。

新井田委員 いずれにしてもやはりこの税に関しては、いろんな不納の部分に関しては、

いろんな理由付けが当然あるわけですけれども、ただやはりもっていただきたいのは、不

公平感があってはならないと思うのですね。そういう部分をやはり肝にちょっと命じてい

ただきながら、徴収含めた形の活動に励んでいただきたいとそんなふうにちょっと。私の

感想ですけれども、思っています。

吉田委員長 要望ですので。

ほか。

手塚副委員長。

手塚副委員長 ちょっとわからないので確認をしたいのですけれども、実績報告書の11ペ

ージ、軽自動車税。その中で現年課税分という中身なのですけれども、細かく原付からミ

ニカーまで入っているのですけれども、まず原付というこの名前の中で、自分の中では50

ｃｃ未満が原付なのかなという感じで受けますし、125ｃｃまで入っているのか。この三
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つの中身をちょっとお知らせください。

それと、中間ほどに軽二とあって250ｃｃと書いている部分、39台。これも内容が私は

ちょっとわからない部分。

それと、被けん引車9台、過去に私もそうだったのですけれども、実際本当にこれはあ

るのかないのか。ないものがもし載っていれば、この収入未済額という部分が発生してく

ると思うのですけれども、これ実際本当に全部あるのかどうか。そういう聞き方するのか

どうかわかりませんけれども。内容についてちょっと教えていただきたいと思います。

吉田委員長 高橋課長。

高橋税務課長 この軽自動車税の賦課内容の実態ということですけれども、先ほど原付か

ら排気量50・90・125という形でおっしゃられましたが、あくまでもこれは50ｃｃ以下に

ついてこの台数ということになりますので、それぞれの排気量以下ということで、登録さ

れている車が例えば50ｃｃ以下であれば、70台ということ。それぞれの排気量に応じた台

数ということになります。

それと、実態としてもっておられるのかどうかというお話なのですが、あくまでもうち

のほうではナンバーを交付して賦課をしますので、あと本人のほうからナンバーの返却が

ない限り当然賦課をしますので、そういうことではいま賦課をしているこの軽自動車税に

つきましては、木古内町で取り扱っている分はナンバー交付をして、返却のないものに対

して課税をしているというような状況でございます。

吉田委員長 手塚副委員長。

手塚副委員長 私も過去に先ほど言いましたけれども、ナンバーを返さないでちょっと小

屋の中を片付けたら1枚出てきたとかそういう経緯があったもので、それちょっと町のほ

うにまた戻して課税をストップしたのですけれども。きっとそういう中身がまだあると思

います。そして、この収入未済額が26万円3,200円、これが全部なのかどうかわかりませ

んけれども、これ解消するために何かちょっとアクションを起こしたほうがいいのではな

いかという気がしますけれども、どうでしょうか。

吉田委員長 高橋課長。

高橋税務課長 あくまでもナンバーの返却がない限り町のほうで勝手にそれを、例えば口

頭で既にナンバーについては車についてはないというようなお話をされても、きちんとし

たやはり証拠のもとでうちのほうで取り消すということになりますので、例えばそれが何

かの証明書をもとに町のほうに申請があった場合には、そういう形で受け付けることはで

きますが、口頭でのお話の中で町のほうでそれを賦課を取り消すということはできない状

況になります。

吉田委員長 ちょっと高橋課長、よろしいですか。

この表記の仕方なのですよ。原付で普通50ｃｃ以下だと思っているのですよね。90とい

うのは自動二輪、免許証でいけば。そういう考え方なのですよ。だから、いまの税務課の

考え方でこの表記の仕方が免許証とは別ですよ、この表記でいいのですよと言うのであれ

ばいいのですけれども、たぶんその部分を聞いていると思うのですよ。250ｃｃだったら

もう普通自動二輪という、軽二という項目というのが何なのか。ちょっとその辺もし。

（「休憩」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 暫時、休憩をいたします。
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休憩 午後3時08分

再開 午後3時13分

吉田委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

先ほど私が質問した部分の答弁をお願いいたします。

高橋課長。

高橋税務課長 軽二につきましては、250ｃｃ以下の排気量のバイクになりまして、正式に

は軽自動二輪というような呼び方になります。以上です。

吉田委員長 ほかにございませんか。

（「なし」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 ないようなので、税務課の審査を終了いたします。

どうもお疲れ様でした。

25分まで、暫時、休憩をいたします。

休憩 午後3時14分

再開 午後3時26分

（4）病院事業（国保病院会計）

吉田委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

それでは、病院事業会計及び老健のほうの審査を行います。

それでは、先に小澤管理者のほうからよろしくお願いいたします。

小澤管理者。

小澤病院事業管理者 決算の審議に先立ちまして、ひとこと述べさせていただきます。

いま医療介護の世界というのは大きな二つの波に乗って、翻弄されているという現状に

なります。

一つは、公立病院改革プランというものがありまして、それは企業的な経営を重視する

あまり、公共性というのをかなりないがしろにしているという方向であります。これは、

平成19年に一度作られまして実行されたのですが、ことしまた新公立病院改革プランとい

うのが出されまして、新たにもう一度たすきを締め直すというふうな状況にあります。

その主な点は、医療供給体制の再構築とネットワークだといったところにあろうかと思

います。それはどういうことかと言いますと、先ほど申し上げたように、公立病院の経営

は公共性よりも企業的な経営性を尊重したというふうに申し上げましたけれども、その結

果、経営の悪いところはどんどん病院から診療所化してしまうと。あるいは、病床を全部

奪って閉院させてしまうという方向、荒っぽい方向があります。これは、総務省からの方

針であります。

それからもう一つの波というのは、厚生労働省から出される地域包括ケアシステムの構

築であります。これは、基本は少子高齢化の波の中で高齢者というのは尊厳と生き甲斐を

追求するためには、施設ではなくて自宅でなくてはいけないという大原則であります。し
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たがって、病院には一定の期間あるいは老健には一定の期間いたらば、在宅に帰しなさい

と。それが仮に独居老人であっても、帰さなくてはいけないと。そうでなければ施設、い

わゆる病院、あるいは介護老人保健施設いずれも経営が成り立ちませんよと。報酬をさげ

られるという大きなペナルティがかかってきます。これは、ことしよりもこの次の診療改

定ではもっと診療、それから報酬改定ではもっと強い波としてやってまいります。その結

果として、私どものいまから申し上げますような決算の中で、病院経営はどうにか対応で

きますが、老健につきましてはこの先なかなか厳しいところがあります。なぜかと言いま

すと先ほど申し上げたように、独居老人を帰すためにはすぐは帰しません。そうすると、

誰が面倒を見るかということになりますと、厚労省は隣の人が見なさいと言うのです。隣

の人が見れなければ地方自治体でその地区で協議体を作って、コーディネーターを作って

その人に見させなさいということです。あくまで自助、あるいは互助・共助ということを

尊重されています。そういうシステムに成り立たないと病院としては患者さんを帰せませ

んし、老健としては入所者を帰してあげることができません。ですからこれは、病院単独

あるいは医療事業単独ではなり得ない事業でありまして、このためにはぜひ地方自治体。

いわゆる町村が一体となって構築に取り込んでいただかなければいけないという方向付け

があります。その中で、今回のそういう方向の中で今回の決算というものをぜひ審査して

いただければありがいたいと。よろしくお願いいたします。

それから、先ほどパンフレットをお配りしました。それは、まさに地域包括ケアという

ものをどういうふうに構築するか。そのためには住民一人ひとりが自分の町をどういうふ

うに見て、自分がどういうふうな老後を過ごして、最後の幕引きをするかということの価

値観について、櫃本先生という先生が講演していただくということです。これは、清水病

院長の同級生でありまして、姫路大学の医学部の出身者です。ちょうど函病が主催する自

治体病院の学会がありまして、それで講演に来られるのを曲げてこちらに来ていただいて

講演していただくという予定にしております。どうか皆さんも感心を持ってお誘い合わせ

の上、ぜひご参集いただきたいと思います。以上であります。

吉田委員長 せっかくの機会ですので、この機会で聞きたいことがございましたら。

（「なし」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 ないようなので、審査のほうに入っていきたいと思います。

病院事務局長より説明員の紹介、並びに平成26年度決算の特質した内容・事業概要につ

いてございましたらお願いします。

平野病院事務局長。

平野病院事業事務局長 事業概要の説明に先立ちまして、本日出席している職員について

ご説明申し上げます。

私の左隣にいるのが、経理担当の羽沢（裕）主査です。小澤管理者の右隣が庶務担当の

尾坂主査です。尾坂の後ろが総看護師長の岡山です。岡山の左隣が、医事担当主査の東出

です。東出の隣が経理担当主事の石川です。3列目、皆さんに向かって右側が老健担当主査

の東です。同じく老健の担当主査の吉田です。私、平野です。どうぞよろしくお願いいた

します。

それでは早速、平成26年度決算におけます事業概要の説明についてさせていただきます。

経理状況につきましては、後ほどそれぞれの担当主査のほうから詳細について、ご説明
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申し上げます。よろしくお願いいたします。

まず私のほうから1点目は、経営に大きな影響を与えます医師の診療体制の状況でござい

ます。平成26年度につきましても25年度と同様、小澤管理者ほか常勤医が6名で診療にあた

りました。これに歯科医師1名を加えて、総勢7名の医師で診療を行ってきております。出

張外来のほうにつきましては、同様な診療科目となっておりますが、26年8月からこれまで

月4回診療をしてきておりました眼科外来が吉田眼科の都合で、月2回に変更になっている

ことをお知らせいたします。

また、老健事業につきましては、前年度同様併設施設ということで、施設長については

小澤管理者が兼務をしております。入所者の健康管理については、病院事業の病院から内

科から吉田先生、外科から井上先生が老健を週一度訪問し、管理を行っております。

続いて、平成26年度におけます変更点について、ご説明申し上げます。

まず1点目は、診療報酬の改定です。この改定はご存じのとおり、2年に1回改定されまし

て、主に点数改定ということで行われます。今回の改定については、本体であります部分

がプラスの0.73％、薬価材料費がマイナスの0.63％ということで、総体では0.1％の引き上

げになっております。しかしながら、本体のほうには26年4月に引き上げになりました消費

税の上乗せ分ということで、0.6％分が含まれておりますので、実質はマイナス改定という

ことになっております。

また、今回の診療報酬の改定では点数に加えて、今後の医療体制の方向性というのが示

されております。先ほど小澤管理者のほうからも説明がありましたが、1点目は医療供給体

制の再構築と地域包括ケアシステムの構築を図ってくださいということであります。

2点目は、入院外来医療を含めた医療機関の機能分化と連携と強化、そして在宅医療の充

実の取り組みを進めてくださいというような内容になっております。

具体的には、現在過剰となっております急性期ベットをそれぞれの地域に則した今後都

道府県が定める地域医療構想に基づいて、適切な管理を行ってくださいというようなこと

になっております。ですので現在、当院においては急性期病床90床ありますが、これを今

後北海道等の意向を踏まえた中で、新改革プランにおいて一定の方向性を検討して、プラ

ンに掲載するというようなスケジュールになっております。

これらを踏まえまして病院事業においては、平成26年4月に在宅復帰に取り組むための退

院支援室を設置しております。ここでのポジショニングにつきましては、入院時から退院

までの退院支援計画を他の部署とコーディネートしながら進めるということで、在宅復帰

に努めてきております。

もう1点目は、患者さんが安心して在宅復帰することができること、並びに経営の安定化

を図るため、10月から地域包括ケア病床を20床で運用しております。こちらにつきまして

は、施設基準として診療情報管理室の設置が義務づけられておりますので、4月に診療情報

管理室を設置し、職員を配置しているところでございます。

こちらの実績状況につきましては、20床の病室に対し稼働率は48.4％、経営的には1,80

3万円程度の増収になっております。

3点目は、企業会計制度の改正がありました。これは、民間企業の会計基準に近づけるこ

とを、並びに経営状況の透明性を高めるということで、総務省のほうから指示があり、全

公立病院で取り組んでいるところです。
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この改正によりまして大きな変更点は、将来的に発生する準備金を事前に積み立ててく

ださいということで、引当金を積み立てております。主なものにつきましては、退職給付

引当金、そして賞与引当金になっております。さらに、みなし償却制度の廃止ということ

で、これまで減価償却する際に補助金を差っ引いて減価償却してきましたが、今後はフル

償却してくださいというようなことですので、いずれにしても費用が増嵩するというよう

な内容になっております。

また、今回の会計制度改正に伴いまして、これまで対前年度ということで説明してきま

したが、若干数値が変わりますのでその辺はご承知をおき願いたいというふうに思います。

あと4点目は、先ほど言ったように消費税率が5％から8％に引き上げされて、材料費並び

に経費で概ね1,000万円程度費用が増こうしております。前段、診療報酬の改定で消費税引

上分として、国のほうで見てくれたうちがざっと計算をしますと、概ね650万円から700万

円くらいありましたので、相殺すると300万円から400万円程度のマイナスというようなこ

とになっております。

これらを踏まえまして、国保病院事業会計の決算につきましては、特別損失を除いた経

常収支は約4,600万円の赤字、老健のほうにつきましては43万円の黒字決算となっておりま

す。

詳細については、担当の羽沢（裕）主査のほうからご説明申し上げます。

吉田委員長 早速、審査に入ります。

審査に入る前に説明については、決算の中で不用額として大きなものや、前年度相違の

あるものは主として行ってください。スピーディーな審査を行うために、経常的経費につ

いては説明を省略してもよろしいです。なお、資料が提出されている場合は、決算書並び

に決算実績書と重複しないよう資料を有効に活用して説明してください。そして、決算書

及び実績書の説明、若しくは資料の説明については、ページ数をはっきり言ってください。

そして、そのあと少し合間をとっていただければ大変助かりますので、説明をよろしくお

願いいたします。

それでは早速、審査に入ります。

経理担当、羽沢（裕）主査。

羽沢（裕）主査 それでは、国保病院の26年度の決算状況につきまして、説明いたします。

決算書は15ページ、実績報告書は2ページ、資料は126ページをお開き願います。

決算書につきましては税抜の金額、そして実績報告書につきましては、税込の金額とな

っておりますので、金額が多少違いますことを処置願います。

それでは、資料の126ページに基づきまして、説明いたします。

収益的支出ということで、1款 病院事業費用、1項 医業費用、1目 給与費です。平成

26年度 9億1,552万6,535円、対前年において1,540万8,972円の増となっております。独自

削減緩和等が26年度ありましたので、その分費用が増嵩しております。

また、節においては平成26年度賞与引当金繰入額というものを新たに計上しております。

これは、平成28年6月の手当てに対する引当金を積み立てるということで、ご理解願います。

2目 材料費 1億3,214万8,939円、対前年 99万5,298円の減。材料費につきましては、

前年と変わりございません。医療消耗備品費の明細につきましては、実績報告書をご参照

願います。



- 54 -

3目 経費です。1億9,363万4,009円、対前年で767万7,56円の減となっております。節に

おいて、前年度との変わりのある部分で、職員被服費が300万円ほど増となっております。

これは、平成25年度までは医療技術職員分につきましては、制服をリースで運用しており

ましたが、26年度は買い取りという形で行い、経費の節減を図るということで、26年度職

員被服費が300万円ほどの増となっております。

それと、賃借料につきまして、25年対比で800万円ほどの減となっております。新しい新

会計基準の適用により、4条のリース資産として計上できるものをここから4条の予算に計

上した分が減額という形になっております。

決算書の16ページをお開きください。実績報告書は3ページになります。

節において、新しい節を四つほど経費で計上しております。上から四つ目の車両費、広

告宣伝費、修繕引当金繰入額、貸倒引当金繰入額、この四つの節を26年度から新たに設け

ております。

車両費につきましては25年度まで、燃料費、修繕費等で計上していたものを車両にかか

るものとして、ここで一括計上しております。

宣伝広告費につきましては、雑費で計上していた医師広告・看護師募集広告等につきま

して、ここで広告宣伝費として26年度から計上しております。

また、修繕引当金、貸倒引当金ともに現金の支出は伴わない予算の計上でございますが、

修繕引当金繰入額 38万9,000円、これにつきましては固定資産などの修繕に備え、費用を

積み立てていくものです。

また、貸倒引当金繰入額につきましては、不納欠損等に対応するために引当金を積み立

てていくものでございます。

資料に戻りまして、4目の減価償却費 1億6,007万8,204円、対前年において3,027万5,9

64円の増です。これにつきましては、みなし償却を廃止しフル償却になったということで、

費用が増となっております。また、これにつきましても現金の支出は伴いません。

5目 資産減耗費 42万7,176円、対前年 38万58円、これにつきましても固定資産の除

却等にかかる費用ですけれども、現金の支出に伴わない費用ということでご理解ください。

6目 研究研修費 483万8,539円、対前年で67万4,171円の増となっております。研修研

修費につきましても、新しく節を設けておりまして、研修会費として25年度までは経費の

中の諸会費等で計上していたものを研修会等にかかるものにつきましては、ここで経理を

することで計上をさせていただいております。

次に2項 医業外費用、1目 支払利息 2,922万5,119円、対前年144万9,278円の減、企

業債に対する支払利息でございます。

2目 繰延勘定償却費 679万9,048円、対前年 32万9,881円の減です。補助金などによ

り導入した医療機器などに対して支払った消費税を20年間で償却していくものでございま

して、現金の支出をこれにつきましても伴いません。

3目 消費税関係雑支出 2,503万3,005円、対前年 965万3,709円の増となっております。

消費税の増税に伴うもの、また実績報告書の4ページの消費税の金額が280万7,600円。これ

は、課税業者として消費税を納めた金額が実績報告書に載っている金額です。そして、決

算書のほうの17ページ、載っている消費税関係の雑支出の2,503万3,005円というのは、こ

の支払った金額を含んで、さらにうちの消費税税抜処理をいたしまして、それを丸めたも
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のがここに合算された形で記載されておりまして、金額が変わっております。

3項 特別損失、1目 過年度損修正損 8,219万3,966円、前年において大幅に増となっ

ております。8,175万4,898円の増です。これにつきましては、退職給付引当金繰入額 2,

858万円、将来の退職金の給付に対して引当金を積み立てていくものです。これにつきまし

ては、5年間で特別損失へ計上して決算を行っていきます。また、今年度限り賞与引当金繰

入額、新しい会計基準の適用に伴いまして、今年度の6月分の賞与引当金ということで特別

損失に計上しており、このように大幅な増となっております。費用につきましては、以上

です。

続いて、収入のほうにまいります。

まず、収入の基になります入院患者と外来患者の状況について、ご説明いたします。

実績報告書の10ページをお開き願います。

26年度の入院患者・外来患者の利用状況の表ということになっております。真ん中から

上の部分が入院患者、そして真ん中から下の部分が外来の患者数ということで記載をして

おります。

まず、上の入院患者です。26年度年間の延べ患者数が2万2,165人でした。25年対比では、

2,434人の減というふうになっております。また、この2万2,165人の外科・整形・内科科別

の内訳を左から半分側に、そして町村別として右から半分側に記載をしてございます。ま

た、右端のほうに1日平均の患者数として60.7人、対前年においては6.7人の減という入院

患者につきましては状況でありました。

次に、外来患者です。真ん中から下の部分で26年度、3万9,897人です。対前年微増で、

95人の増となっております。科別・町村別は、記載のとおりとなっております。これを元

に収入のほうをご説明いたします。

決算書につきましては13ページです。実績報告書は1ページです。資料の125ページに基

づきまして、説明をいたします。

二つ目の表にあります、収益的収入。1款 病院事業収益、1項 医業収益、1目 入院収

益、先ほどの2万2,165人に対する収入が6億2,035万9,687人入院患者が減りましたので、対

前年において1,285万4,256円の減となっております。

2目 外来収益 3億1,476万6,525円、微増に伴いまして対前年においても386万7,765円

の収入増となっております。

3目 その他医業収益 3,909万8,582円、対前年692万3,291円の増となっております。こ

れは、医業収益で前年まで計上していました、その他医業収益に計上していた入所者にか

かる健診の部分を医業収益のその他医業収益へ移行したため、その分増となっております。

4目 他会計負担金 9,614万6,000円、対前年 360万4,000円の減となっております。内

訳につきましては、実績報告書の1ページに記載のとおりです。

2項 医業外収益、1目 受取利息配当金 218万9,305円、対前年 4万4,382円の増です。

預金利息の金額でございます。

2目 他会計補助金 8,277万2,000円、3目 他会計負担金 1億4,590万3,000円、これに

つきましても内訳は実績報告書に記載のとおりとなっておりますので、ご参照ください。

4目 患者外給食収益 59万3,119円、対前年 21万5,290円、職員の給食の提供にかかる

負担金ということでご理解ください。
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5目 長期前受金戻入、これは新しい会計基準の適用となりまして、みなし償却を廃止し

たということで、そのフル償却となり減価償却費が増加しますので、その見合い分を順次

収益化していくということで、今年度から計上するものでございます。8,460万4,220円。

6目 その他医業外収益 784万3,781円、608万7,388円の減です。減った分は、医業外収

益のその他医業外収益へ予算計上を並行したものがあったためということでご理解くださ

い。

7目 補助金 326万4,000円、対前年 22万4,000円の増です。医師確保等に対する国保

の調整交付金補助金でございます。

8目 負担金交付金 212万4,000円、対前年 4,600円の減。渡島医師会から土日・祝日

等の救急医療に対する交付金ということでご理解ください。収入につきましては、以上で

ございます。

吉田委員長 ただいま説明が終わりました。質疑を受けます。質疑ございませんか。

（「なし」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 ないようなので、次に移ります。

羽沢（裕）主査。

羽沢（裕）主査 決算書が18ページです。実績報告書は5ページになります。

それでは、資料の127ページに基づきまして、ご説明いたします。

4条予算 資本的収入と支出です。支出からご説明いたします。

1款 資本的支出、1項 建設改良費、1目 有形固定資産購入費 3,008万8,436円、これ

は車両の購入、医療機器の購入等の経費ということで、実績報告書のほうに詳細を記載し

てございますのでご覧ください。

2項 企業債償還金、1目 企業債償還金 1億7,489万5,748円、新しい病院を建てまして、

その起債の償還が本格化しておりますので、金額がこのように増えてきております。だい

たい平成33年度くらいまでは、1億5、6,000万円で企業債の償還が推移していくという形に

なります。

3項 看護師奨学金貸付金、1目 看護師奨学金貸付金 72万円、看護師の養成学校へ通

っている1名のかたに対する貸付金です。

次に、資本的収入です。1款 資本的収入、1項 企業債、1目 企業債 1,010万円、有

形固定資産等先ほどの車両、機械器具等購入に対する起債の借り入れです。

2項 他会計負担金、1目 他会計負担金 8,949万7,000円、企業債の償還に対するおよ

そ2分の1の一般会計の負担ということでご理解ください。

3項 国庫補助金、1目 国庫補助金 770万円、医療機器等の購入に対する国保の調整交

付金でございます。

4項 道費補助金、1目 道費補助金 135万円、国庫補助金と同じく医療機器等に対する

調整交付金でございます。

また、この収入から支出を差し引きしました下のほうに書いてございます、9,705万7,1

84円マイナスということになりますので、足りない部分につきましては、内部留保資金も

あてがいまして補てんしております。4条予算につきましては、以上です。

吉田委員長 ただいま4条予算の説明が終わりました。

質疑を受け付けます。
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（「なし」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 ないようなので、次に進みます。

羽沢（裕）主査。

羽沢（裕）主査 今年度から新しい会計基準ということで、決算書にキャッシュフローとい

うものの添付が義務づけられました。そのキャッシュフローというのは、現金が年度当初

にくらって、そして年度末にいくらになったか。その動きがどのようなものかというもの

を現したものでございます

決算書の12ページをお開き願います。

平成26年度のキャッシュフロー計算書ということで、現金の動きがどうだったのかとい

うものをここで現す表ということでご理解願います。大きく三つの項目からなっておりま

して、業務活動によるキャッシュフロー、投資活動によるキャッシュフロー、財務活動に

よる活動によるキャッシュフローということで、大きく三つに分けております。

一つ目の業務活動によるキャッシュフロー、いろいろと数字が書いてありますけれども、

これは現金の支出に伴わないものだとかそれら全て加味しまして一番下にあります2,937万

6,020円、これが業務活動医療を提供する中で、うちの当院において利益が出たか出なかっ

たかというのを表す項目になります。プラスになっていますので黒字、この本業を行った

結果、黒字だったということがまずここからは読み取れます。マイナスであれば赤字とい

う単純な形になります。

そして、投資活動によるキャッシュフローです。線を引いたところの計のところ、6,76

2万9,426円のここはプラスとなっております。設備投資などを積極的に行う企業はここが

マイナス、たくさんものを買ったりしますのでここはマイナスという形になります。うち

も医療機器を購入して3,000万円等の支出はありましたが、それを上回る分公立の病院なの

で特殊でございます。起債等の2分の1の一般会計の負担がありますので、ここはプラスと

いうことになります。優良企業は一般的には、ここはマイナスで表されることが多いです。

そして、財務活動によるキャッシュフローです。ここは、足りないお金をどのように補

ったのかというのを表す項目になります。うちは起債を1,000万円借りましたが、それ以上

に借りた分も返すのが多いのでマイナスということになりまして、△の1億6,467万8,705円

と。優良企業はここは、当然マイナスという形が多くなります。

この三つをプラスしまして、うちの4番です。資金がどれだけ減ったか増えたかというこ

とで、△なので今年度は現金が減りました。マイナスの6,767万3,259円現金は減になって

おります。

5番に4月1日現在の現金が8億3,717万5,738円ありましたので、これから差し引きしまし

て26年度の年度末で7億6,950万2,479円、現金が残っているということを表す表になります。

収支計画においては、26年度末で現金が6億4,700万円程度というふうに見込んでおりま

したので、それよりは1億2,200万円程度現金は多く好転しているという形になっておりま

す。

続きまして、実績報告書の6ページ目をお開きください。

未収金の明細ということで、3月31日時点で1億6,839万8,106円の未収金がございました。

1枚めくっていただきまして7ページ目に、診療報酬の未収金2か月分 1億6,252万8,800

円を記載してございます。これにつきましては、全て収入済でございます。
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一つめくって、8ページ目です。

これは、一部負担金の未収金です。582万2,183円ということで、3月31日時点で未収金が

ございました。これにつきましては、本日時点で平成26年度の部分、436万2,983円3月31日

時点でありましたが、現時点でこの部分が5万71円、件数にして4名の分の未収ということ

で、26年度であれば減っているという状況にございます。

次に、9ページ目です。

未払いの明細ということで3,500万256円、これにつきましても全て支払済みでございま

す。以上でございます。

吉田委員長 ただいま説明が終わりました。質疑を受けます。

（「なし」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 ないようなので。

羽沢（裕）主査。

羽沢（裕）主査 資料の中で、交付税の繰り入れの状況を記載してございますので。

吉田委員長 それでは羽沢（裕）主査、引き続きお願いいたします。

羽沢（裕）主査。

羽沢（裕）主査 資料の128ページです。

3条予算・4条予算へそれぞれ繰り入れした繰入金の内訳を26年・25年対比でここに記載

しております。総体では、過疎のソフト分を含まして下から三つ目、4億1,431万8,000円の

繰り入れをしてございます。対前年において472万8,000円の増と。繰り入れにつきまして

は、交付税額を上限プラス、過疎のソフト分を繰り入れという形で運営をしております。

また、この交付税の算出の内訳につきましては、次の資料の129ページに26年と25年の交

付税を算定した際の金額の一覧を載せております。変わった点は下の⑨番の新しい会計制

度の改正対応に要する経費ということで、これにつきましては26年度で新しい会計基準に

移行しておりますので、ここの部分が減っているという状況でございます。以上です。

吉田委員長 ただいま説明が終わりました。質疑を受けます。

（「なし」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 ないようなので、お疲れ様でした。

（5）病院事業（介護老人保健施設会計）

吉田委員長 それでは引き続き、介護老人保健施設事業会計の審査に入ります。

東主査。

東主査 老健担当の東です。よろしくお願いいたします。

それでは、私のほうから介護老人保健施設事業会計について、説明させていただきます。

まずはじめに、資料の134ページをお開き願います。

まず、決算を報告する前に資料の134ページで、老健の職員の構成一覧表というところを

説明させていただきます。

27年3月31日現在、26年度末で職員については16名、臨時職員常勤で32名、パートさん2

2名の計70名での職員というふうな内容となっております。

続きまして、次ページの135ページをお開き願います。
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利用別内訳について、説明させていただきます。まず、入所です。入所者延べ人数 2万

6,117人で、前年度より91名の増となっております。1日平均あたり71.55と昨年より0.25ポ

イントアップしていると。1日あたりの平均単価です。1万3,104円で、63円の昨年より増と

なっております。介護報酬ベースでいきますと、1万375円で135円の増、平均介護度につき

ましては、前年度と変わりないという状況になっております。

続きまして、短期入所です。短期入所につきましては317人ということで、前年度より9

9名の減となっております。1日平均あたり0.87で、前年度より0.25ポイントマイナスとい

うような内容です。1日あたりの単価ですが、1万3,921円で52円のマイナスとなっておりま

す。介護報酬ベースでいきますと、1万479円で134円のプラス、平均介護度については変わ

りがない状況になっております。短期入所のマイナスの部分につきましては、25年度がい

ままでより突出して多かったという実績があります。それまでについては、平均0.5程度と

いうような内容ですので、26年度についても例年からすると多い実績だというふうになっ

ております。

続きまして、通所です。通所につきましては、延べ人数で3,313人、昨年より363名少な

くなっております。平均で12.89で1.41ポイントマイナス、単価につきましては1万596円で

567円の増、介護報酬ベースで8,992円で、487円の増というふうになっております。それを

含めた中で、収入支出のほうを説明させていただきます。

それでは、実績報告書の2ページ、決算書の1ページをお開き願います。

収益的支出でございます。1款 施設運営事業費用、1項 事業費用、1目 給与費です。

決算額 2億3,526万8,062円で、前年度より1,452万4,295円の増となっております。これの

内訳といたしましては、まず26年度4月1日で介護士を3名職員にしております。この3名に

つきましては、前年度まで臨時職員で介護士をしておりました。その関係上、総体で3名増

をしたことによって、159万円の賃金の増となっております。

続いて、26年度の会計制度の改定に伴いまして、給与費引当金繰入額 1,105万2,696円、

退職給付引当金繰入額 186万円が追加されたことによる1,152万4,295円の増というような

内容になっております。

続きまして、2目 材料費です。2,228万6,440円です。前年度より74万6,571円のマイナ

スというふうになっております。マイナスの要因といたしましては、薬代等の見直しに伴

う経費の削減というふうになっております。

続いて、3目 経費です。3目の経費につきましては、4,048万1,885円です。前年度より

43万4,244円の増となっております。経費の中で大きな動きがあったものといたしまして、

負担金です。実績報告書の3ページです。3ページの中段にあります節の負担金です。292万

円で、入所者病状等把握業務負担金 240万円となっております。この部分につきましては、

25年度中に施設長が退職したことによりまして、26年度は当初事務局長が説明したとおり、

病院医師のほうから3名の医師を派遣していただいた分に伴う負担金を病院のほうに払って

いるのが240万円というようなことで、前年度よりこの分が増になっております。あとは、

光熱費で重油等の単価がマイナスになったことに伴いまして、前年度より139万7,000円ほ

どマイナスになっております。こういうものを含めまして、前年度より43万円ほどの増に

なっていると。

続きまして、4目 委託費です。委託費につきましては3,721万6,384円で、前年度より1
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80万9,167円の増となっております。この増の要因といたしましては、給食の委託料がほぼ

増となっております。増になった要因はまずは、食器洗浄を半年間委託先にお願いしたこ

とによった金額の増、あとは昨年契約の見直しを行いまして、給食の単価を20円上げてお

ります。また、消費税を5％から8％になったことによって、委託料が高く負担されている

ことによって、180万円ほど増えているという内容になっております。

研修費につきましては69万9,000円で、昨年より22万7,518円増えております。これにつ

きましては、職員が長期研修を行ったことによる負担が増えています。

続きまして、減価償却費です。減価償却費につきましては4,978万8,230円で、132万958

円マイナスになっております。これは、器具及び備品減価償却費のベット44台分が減価償

却を終わったため、その分マイナスになっているというような内容となっております。

続いて、2項の事業外費用です。1項 支払利息及び企業債取扱諸費です。決算額 1,63

4万7,685円です。これにつきましては、企業債の利息分というふうになっております。

続きまして、3項 特別損失、1目 過年度損益修正損、これにつきましては先ほど病院

の説明でもありましたとおり今年度のみの支出で、賞与引当金繰入額で821万5,198円の支

出内容となっております。以上、老健の収益的支出について、説明を終わります。

吉田委員長 ただいま老健の収益的支出について、説明が終わりました。収入もやってい

ただきたいと思います。

東主査。

東主査 それでは引き続き、収入について説明させていただきます。

収入につきましては、決算実績書1ページ、決算書につきましては同じく1ページとなっ

ております。資料については、中ほど事業費用というところにありますので、そこをご参

照願えればというふうに思います。

1款 施設運営事業収益、1項 事業収益、1目 施設介護料収益でございます。決算額

2億9,545万9,580円で、前年度より466万4,300円の増となっております。これにつきまして

は、利用別内訳で説明いたしましたとおり、利用者が増えたことによる増が主な要因とな

っております。

続きまして、2目 居宅介護料収益です。これにつきましては、通所と短期入所に伴う収

入になっております。決算額 3,689万889円で、前年度対比マイナス263万2,541円となっ

ております。これにつきましては、通所利用者の減というのが主な原因となっております。

続きまして、3目 利用者等利用料収益です。決算額 4,947万9,593円です。前年度より

238万5,809円のマイナスとなっております。これにつきましては、施設を利用した際に利

用者の負担階層ということで、施設利用料も居室料と給食料が積算されます。例えば、非

課税世帯だとか課税世帯によって、利用者の負担が変わってきますが、この課税世帯・課

税世帯の割合が前年度より少なかったことによるマイナスというような内容になっており

ます。

続きまして、4目 その他事業収益です。これにつきましては、前年度と遜色ない33万9,

760円となっております。

続きまして、2項 事業外収益です。2目の他会計負担金 実績 202万3,000円で、これ

につきましては過疎債利息分の一般会計負担金分というような内容になっております。

3目 長期前受金戻入です。これにつきましては、先ほど病院側でも説明いたしましたと
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おり、老健でも発生しております。決算額 2,669万9,860円となっております。

4目のその他事業が収益です。これにつきましては、節で受託事業収益でＬＳＡの受託事

業、またその他事業外収益で152万8,594円の収入があったことによるものでございます。

以上、収入について説明を終わらせていただきます。

吉田委員長 それでは、説明が終わりました。

質疑を受けます。ありませんか。

（「なし」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 それでは、4条予算について。

東主査。

東主査 それでは、決算実績報告書の5ページ、決算書の2ページをお開き願います。

資本的収支決算ということで、説明させていただきます。

まずは、下段の支出でございます。1款の資本的支出、1項 建設改良費、1目 有形固定

資産購入費です。昨年は節で車両購入費、車いす仕様送迎車両を1台購入しております。こ

れは、老朽化に伴いまして、1台新規に購入したものでございます。通所の送迎をする際に、

使用している車です。

続きまして、節で備品購入費です。介護システム、スチームコンベクション、真空調理

機を購入しておりまして、合わせて昨年購入したものは715万8,550円というような内容に

なっております。

続けて、企業債元金償還金です。昨年は、過疎債で8,078万6,236円、介護サービス債元

金償還金で2,469万4,487円で、合わせて1億548万723円の償還をしております。

続きまして、看護師奨学金貸付金 144万円です。これにつきましては、3名のかたに貸

付をしているものでございます。

続けて、収入のほうを説明させていただきます。

収入につきましては、企業債を昨年借り入れいたしております。企業債で660万円、他会

計負担金で過疎債の元金償還金で一般会計負担金で4,281万6,000円で、合わせて決算額

4,941万6,000円となっております。それで不足分につきましては、6,466万3,273円は過年

度分損益勘定留保資金での補てんというような流れになっております。

続けて、決算実績報告書の6ページをお開き願います。

ここにつきましては、未収金の明細書、未払金の明細書ということで、未収金につきま

しては4月以降に全額収納しております。また未払金につきましても、全額支払いをしてい

るということで報告いたします。以上です。

吉田委員長 ただいま4条予算について、説明が終わりました。

質疑を受けます。ありませんか。

（「なし」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 ないようなので、東主査。

東主査 それでは、先ほど病院でも説明いたしましたキャッシュフローについて、老健も

説明させていただきたいと思います。

決算書の10ページをお開き願います。

それでは、キャッシュフロー計算書のほうについて、説明させていただきます。

キャッシュフローの中身につきましては、先ほど病院の担当のほうから説明いたしまし
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たので、数字について説明させていただきます。

1の業務活動によるキャッシュフローにつきましては、老健の事業で3,790万7,719円が事

業ベースで現金がプラスになったものでございます。

2番、投資活動によるキャッシュフローです。これにつきましては、先ほど車両等を購入

した715万8,550円、またはナースの奨学資金の貸付金で144万円、一般会計からの過疎債の

繰入金である4,281万6,000円で、投資活動によるキャッシュフローにつきましては、3,42

1万7,450円となっております。

3番の財務活動によるキャッシュフローです。企業債を660万円かりております。また、

企業債の償還による支出が1億548万723円で、財務活動によるキャッシュフローの合計は、

マイナスの9,888万723円となっております。

4番の資金増減額です。これらを全部合わせますと、マイナス2,675万5,554円で、現金が

少なくなったと。26年4月1日時点の資金の期首残高が1億338万1,623円でありました。

6番の27年の3月31日、期末残高が7,662万6,069円という内容になっております。

以上、キャッシュフローの説明を終わらせていただきます。

吉田委員長 ただいま老健施設のキャッシュフロー計算書の説明が終わりました。質疑を

受けます。

鈴木委員。

鈴木委員 基本的なことだと思うのですけれども、ちょっとわからなかったので詳しく説

明のほうをお願いいたします。

1.業務活動によるキャッシュフロー、その支払利息1,634万7,685円、こちらの支払利息

のほうなのですけれども、私のイメージですと支払いの部分のこれは全ての利息がまとま

ったものなのか。それとも、ちょっと詳しく教えていただければと思います。よろしくお

願いします。

吉田委員長 東主査。

東主査 これの支払利息1,600万円の内訳と言いますと、要は企業債のほうで1億548万円を

払っているのですけれども、これに対する利息分という部分です。

決算書の14ページをお開き願います。企業債の明細書というのを付けております。これ

が老健で借り入れしている企業債、これを毎年償還しているのですが、毎年償還している

部分の利息分の支払額が1,600万円という内容となっております。いま26年度の末で、7億

9,175万6,546円が未償還残高という内容になっております。

吉田委員長 ほか。

（「なし」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 ないようなので、以上をもちまして、国保病院及び老人介護施設の審査を終

了いたします。

お疲れ様でした。

暫時、休憩をいたします。

休憩 午後4時30分

再開 午後4時33分
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３.その他

吉田委員長 それでは、休憩を解き、会議を再開いたします。

きょうの審査は、一通り全部終わりました。町長総括に残す部分がございましたら、皆

さんからお伺いいたしたいと思います。

（「なし」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 ないようなので、きょうにつきましては町長総括に残すものはないとして、

本日の委員会を終了いたします。

明日9時半から委員会を開きますので、よろしくお願いいたします。

それでは、お疲れ様でした。

説明員 大森町長、大野副町長、山本総務課長、木村産業経済課長、羽澤（真）主査

村上主事、堺主査、福井主事、吉田町民課長、大坂主査、佐藤（利）主査

名須賀保健福祉課長、尾坂主幹、吉澤主査、片桐主査、高橋税務課長

山下主査、大山主事、佐藤主事、小澤病院事業管理者、平野病院事業事務局長

岡山総看護師長、尾坂主査、羽沢（裕）主査、東出主査、東主査、石川主事

吉田主査、森井代表監査委員

傍聴人 なし

平成26年度決算審査特別委員会

委員長 吉 田 裕 幸


